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Ⅰ 研究の概要

１ 研究の背景

中央教育審議会答申「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可

能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～」（令和３年１月26日）では、

今日の学校教育が直面している課題を示しています。そこには、多様化する子供たちの発

達や学習を取り巻く個別の教育的ニーズを把握し、様々な課題を乗り越え、一人一人の可

能性を伸ばしていくことが課題となっていることが示されています。

児童生徒の多様化については、特別支援教育を受ける児童生徒の増加、日本語指導が必

要な児童生徒の増加、相対的貧困状態の増加、不登校児童生徒数の増加、いじめの重大事

態の発生件数の増加が挙げられています。

このような中で学校には、全ての児童生徒が安心し楽しく通える魅力ある環境であるこ

とや、児童生徒の居場所としての機能を担うことが求められています。

令和時代の始まりとともに、各学校では、「新学習指導要領の実施」や「ＧＩＧＡスクー

ル構想」など、大きな変化を迎えました。ＩＣＴ環境が整備されたことで、これまでの実

践とＩＣＴの活用を適切に組み合わせることが可能になり、様々な課題を解決し、教育の

質を向上させることができるようになりました。その中で、ＩＣＴがもつ特性を最大限に

活用し、特別な支援を必要とする児童生徒に対するきめ細かな支援を行うことが求められ

ています。

２ 研究のねらい

特別な支援を必要とする児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じたＩＣＴを活用した指

導・支援の方法についてまとめ、教職員等が指導・支援を行う際の参考にできるようにす

ることで、児童生徒の様々な困難を軽減・解消できるようにする。

３ 研究の仮説

特別な支援を必要とする児童生徒へのＩＣＴを活用した指導・支援の考え方や実践事例、

方法を参考にできるようにすることで、教職員等が指導・支援を行う際の選択肢が増え、

児童生徒の様々な困難を軽減・解消することにつながるであろう。

４ 研究の内容

(1）１年次（令和４年度）の取組

①特別な支援を必要とする児童生徒のためのＩＣＴを活用した指導・支援に関する調査
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及び分析

②校内研修を想定した、特別な支援を必要とする児童生徒のためのＩＣＴを活用した指

導・支援を検討する演習の研修講座における実施

③調査結果に基づく、指導・支援におけるＩＣＴ活用事例のまとめ

④１年次の研究内容の発信

(2）２年次（令和５年度）の取組

①研修資料の配付・活用及び研修資料活用についての検証

1)１年次の調査分析を基に作成した研修資料について、該当する研修講座で配付し、

「特別な支援を必要とする児童生徒へのＩＣＴを活用した指導・支援」の参考資料

としての活用を図りました。また、研修講座受講者に配付し、各学校での活用を図

りました。

2)アンケート調査を実施し、研修資料活用について意見、要望を収集しました。

②特別な支援を必要とする児童生徒へのＩＣＴを活用した指導・支援方法のまとめ

1)実践事例の追加、修正を行いました。

2)研修資料の活用方法を提案しました。

③成果の発信

1)２年間の研究成果について、秋田県教育研究発表会において発表しました。

2)研究紀要を作成しました。

3)ウェブサイトに公開しました。
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Ⅱ 研究の実際

１ 特別な支援を必要とする児童生徒の現状から

特別な支援を必要とする児童生徒のためのＩＣＴを活用した指導・支援に関する現状を

把握するためにアンケート調査を実施しました。

(1) アンケート調査について

当センターの研修講座受講者641名に調査を行い、回答を得ました。調査期間は令和４年

５月から11月です。小・中・高等学校の教員を対象としたアンケート調査と、特別支援学

校の教員を対象としたアンケート調査を実施しています。

小・中・高等学校の教員

への主な調査内容は、図１

のとおりです。特別な支援

を必要とする児童生徒につ

いての選択肢は、令和３年

の答申を参考にしました。

また「学習面又は行動面で

困難を示している」児童生

徒の詳細についての選択肢

は、平成24年12月文部科学

省「通常の学級に在籍する

発達障害の可能性のある特

別な支援を必要とする児童

生徒に関する調査」を参考

にしています。

特別支援学校の教員を対

象としたアンケートでは、

ＩＣＴを活用している場面や活用している機器、活用内容について回答を求めました。

(2) アンケート調査の分析結果

①小・中・高等学校における「特別な支援を必要とする児童生徒」の現状

小・中・高等学校の通常の学級において、80％の教員が、特別な支援を必要とする児

童生徒がいると回答しました。さらに、特別な支援を必要とする児童生徒に対して81％

の教員が「学習面又は行動面で困難を示している」と感じていることが分かりました（図２）。

校種別に集計した結果でも、「学習面又は行動面で困難を示している」と感じている教

員が最も多く、そこにＩＣＴ活用のニーズがあると考えました。また、中・高等学校で

○自身が担当している学級や受け持った授業で、特別な

支援を必要とする児童生徒がいるか。

○特別な支援を必要とする児童生徒について（複数回答）

＜選択肢＞不登校、病気療養、障害、日本語指導を要

する、学習面又は行動面で困難を示している（話を聞

く、文章を読む、文章を書く、算数が苦手、自分の思

いを伝えたり話したりする、自分の考えをまとめる、

気が散りやすい、落ち着きがない、衝動的な言動が目

立つ、その他）、その他

○特別な支援を必要とする児童生徒へのＩＣＴ活用の頻度

＜選択肢＞ほぼ毎日活用している、週に数回、月に数

回、ほとんど活用していない

○どのようにＩＣＴを活用しているか（記述）

○活用する際、課題や難しいと感じていること（記述）

図１ アンケートの主な内容

秋田県総合教育センター　令和５年度　研究紀要

- 83 -



は、「不登校」を

挙げる教員が過半

数に達することも

分かりました。

「学習面又は行

動面で困難を示し

ている児童生徒の

傾向」の詳細につ

いては、表１のよ

うになりました。

②特別な支援を必要とする児童生徒へのＩＣＴ活用状況

特別な支援を必要とす

る児童生徒に、どれくら

いの頻度でＩＣＴを活用

した指導・支援がされて

いるのかについて調査し

ました（図３）。

小・中・高等学校全体

では「ほとんど活用して

いない」と回答した教員

が37％と最も多く、「週に

数回」「ほぼ毎日活用して

いる」「月に数回」と続い

ています。校種ごとに分析した結果でも「ほとんど活用していない」の回答が最も多く

なっていました。

図２ 特別な支援を必要とする児童生徒に対しての教員の認識

表１ 学習面又は行動面で困難を示している児童生徒の傾向

 児童生徒が示す困難 全体 小学校 中学校 高等学校
 話を聞く 46% 50% 41% 43%
 文章を読む 39% 43% 36% 25%
 文章を書く 60% 63% 59% 39%
 算数（計算や図形等）が苦手 39% 43% 33% 36%
 自分の思いを伝えたり話したりする 39% 40% 41% 25%
 自分の考えをまとめる 34% 33% 36% 29%
 気が散りやすい 53% 56% 53% 39%
 落ち着きがない 48% 49% 46% 46%
 衝動的な言動が目立つ 41% 45% 38% 29%
 その他 6% 4% 6% 18%

（複数回答）

図３ 特別な支援を必要とする児童生徒へのＩＣＴ活用の頻度
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この理由として、「ＩＣＴ以外による支援を行っており、ＩＣＴを活用した支援を必ず

しも必要としていない」又は「活用するに当たり何らかの課題があり、活用に至ってい

ない」などが考えられます。

特別支援学校や特別支援学級についても同様に集計したところ、通常の学級と比べて

ＩＣＴを活用している頻

度が高いことが分かりま

した（図４）。その取組例

などが、通常の学級にお

ける指導・支援の参考に

なるのではないかと考え

ました。

③教員が感じているＩＣＴの活用における課題や難しい点

ＩＣＴの活用における課題や難しいと感じていることについて、アンケート調査の記

述を分析しました。テキストマイニングソフトを用いて分析、要約したところ、主な内

容として挙げられたものには「自分自身が活用方法をあまり分かっていない」「操作に関

して難しさを感じることがある」「効果的な活用場面を考えることが難しい」がありまし

た。

また、「ほとんど活用していない」と回答した教員が感じている課題と「ほぼ毎日活用

している」と回答した教員が感じている課題を分析した結果は次のとおりです（図５）。

アンケートの分析結果から、ほとんど活用していない教員にだけ見られる内容の特徴

として、機器を活用しにくいと感じていたり、活用方法に対する不安があったりするこ

とが分かりました。

このことから、どのような実践がされているのかを県内の教員に知ってもらうこと、

参考となる実践事例を示すことが、ＩＣＴの活用の第一歩につなげられるのではないか

図４ 特別支援学級及び特別支援学校におけるＩＣＴ活用の頻度

図５ テキストマイニングによる分析
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と考えました。実践事例については、アンケート調査で収集した、既に活用している教

員の取組や、特別支援学校や特別支援学級において活用されている内容などを紹介する

ことにより、支援の方法としてＩＣＴ活用という選択肢が増え、児童生徒の困難さの軽

減につながるのではないかと考えました。

(3) 仮想事例を基にしたＩＣＴを活用した支援方法の検討

ＩＣＴ活用を検討する校内研修を

想定した演習を実施しました。

新任生徒指導主事研修講座「事例

を通した児童生徒理解と対応」にお

いて、アセスメントシートを使い、

大きく四つのステップ（「情報の収

集・整理」→「理解・解釈」→「仮

説・計画・立案」→「全体共有」）

でアセスメントの演習を実施しまし

た。その際、手立ての検討場面で、ＩＣＴを活用した指導・支援ができないかについて協

議を行いました。グループ別に仮想事例（表２）を選択し、協議しました（図６、図７）。

演習を行った教員から、ＩＣＴを活用した支援の方法を検討することのよかった点とし

て「教員それぞれが知っているＩＣＴを活用した支援について情報交換することができた」

などの感想が挙げられました。ＩＣＴを活用した取組を紹介し合い、教員同士でＩＣＴを

活用してどのような指導・支援ができるのか確認することができました。また、「どう考え

たらよいか難しかった」「新たに、自分で考えるのは難しい」という感想があったことから、

検討する際に参考となる実践事例や考え方を整理できる資料を提示することで、協議がよ

り深まったのではないかと考えました。

２ 研修資料の作成（１年次）

令和４年５月13日 新任生徒指導主事研修講座（中学校）

図６ ＩＣＴの活用について協議する様子

校種 仮想事例のタイトル

小学校
どんなことでも確認しないと気が済まない児童

友達との関わりに困難さがある児童

中学校
学校に行きたくないと訴える生徒

ＳＮＳ上に悪口を書き込む生徒

高等学校 身体症状を訴え，欠課を繰り返す生徒

仮想事例一覧

表２ 演習で使用した仮想事例

図７ 演習で使用したアセスメントシート

、
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アンケート調査の分析結果や研修講座における演習を基にして研修資料の作成に取り組

みました。

アンケート調査の分析結果を生かし、秋田県内の児童生徒の現状に合わせた内容を取り

上げ、県内の教員が参考にしやすいようにしました。

作成する資料において、参考となる実践事例を示すことが、教員のＩＣＴ活用の第一歩

につながるのではないかと考えました。特に身近でＩＣＴを活用している教員の取組が参

考になると考え、アンケート調査で収集した実践事例を紹介しました。また、取組内容を

イメージしやすいように、具体的な実践事例も紹介しました。

特別な支援を必要とする児童生徒への支援方法を検討する際、今回作成した研修資料に

よって、ＩＣＴの活用という選択肢を増やしてほしいと考えました。何より支援の手立て

が増えることで、児童生徒の困難さが軽減されることを期待しています。

３ 研修資料の配付・活用及び内容の追加・修正（２年次）

(1) 研修資料の配付・活用について

１年次に作成した研修資料を当センターの研修講座受講者410名を対象に配付し、活用を

図りました（表３）。

表３ 研修資料の配付・活用を図った研修講座

研修講座名 【配付・活用】 月日
配付人数 「研修内容」

初任者研修講座（小学校Ａ・Ｂ） 【研修講座で活用】９月６日、９月13日
36名、37名 「特別な支援を必要とする児童の理解と支援」

初任者研修講座（中学校） 【研修講座で活用】８月３日
35名 「特別な支援を必要とする生徒の理解と支援」

初任者研修講座（高等学校） 【参考資料として配付】８月30日
23名

実践的指導力向上研修講座 【研修講座で活用】６月15日
（小学校８年目） 28名 「不登校の未然防止と対応」

実践的指導力向上研修講座 【研修講座で活用】６月２日
（中学校８年目） 20名 「不登校の未然防止と対応」

実践的指導力向上研修講座 【研修講座で活用】６月23日
（高等学校８年目） 19名 「不登校の未然防止と対応」

中堅教諭等資質向上研修講座 【参考資料として配付】９月21日
（小学校） 22名 「気になる児童の事例を通した具体的対応の理解」

中堅教諭等資質向上研修講座 【参考資料として配付】10月 18日
（中学校） 25名 「気になる生徒の事例を通した具体的対応の理解」

中堅教諭等資質向上研修講座 【参考資料として配付】８月24日
（高等学校） 29名 「気になる生徒の事例を通した具体的対応の理解」

小学校新任生徒指導主事 【研修講座で活用】５月19日
研修講座 33名 「事例を通した児童理解と対応」

中学校新任生徒指導主事 【研修講座で活用】５月12日
研修講座 20名 「事例を通した生徒理解と対応」

高等学校新任生徒指導主事 【研修講座で活用】５月12日
研修講座 12名 「事例を通した生徒理解と対応」

小・中学校特別支援学級新担任 【参考資料として配付】
研修講座 27名、15名、29名 ９月14日、９月29日、９月25日
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①研修講座での活用

特別な支援を必要とする児童生徒への支援を考える際の参考資料として配付したり、

研修講座の資料として活用したりしました。図８は、中学校新任生徒指導主事研修講座

において演習時の参考資料として配付し、活用している様子です。演習では、配付した

研修資料を参考にしながら手立てを検討しました。

小学校新任生徒指導主事研修講座受講者の感想には「他の教職員へも配付したい」「参

考になった。今後必要に応じて活用したい」「不登校児童への活用に有効だと思う」など、

活用を図りたいという意見がありました。

②各学校での活用

教材研究の資料として、小学校第５学

年の国語「読み手が納得する意見文を書

こう」という単元で活用しました。特別

な支援を必要とする児童は、作文や振り

返りなど、文章を考えることが苦手で、

書き出すのにも時間が掛かります。文章

を書くことに抵抗感をもっている様子で

す。

児童の困難さとして、「文章を読むこ

と」「話を聞くこと」「自分の考えをまと

めること」が予想されました。

そこで、研修資料（図９）を参考に、

特に「自分の考えをまとめる」ことへの

ＩＣＴを活用した支援方法を参考に教材

研究を進めました。研修資料で着目した

点は、「視覚的に伝える手立て」と「付

箋機能の活用」、「ひな型を示し、付箋で

考えを整理する」です。

それらを参考に、文章を読むことへの

支援として、画像と言葉を結び付けたス

図８ 令和５年度中学校新任生徒指導主事研修講座Ⅰにおける演習の様子と演習シート

図９ 参考にした研修資料
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ライドを作成し、提示しました。

対象児童の文章内容の理解がみら

れるなど、効果的な支援ができま

した。また、文章作成の型を示し、

タブレットＰＣの付箋機能を活用

して、意見文を書くことができる

ようにしました（図10）。対象児

童は、書き直しがしやすいことか

ら、最後まで文章を完成させるこ

とができていました。

教材研究に取り組んだ教員からは、「取り組んでみて、特別な支援を必要とする児童だ

けでなく、全ての児童にとって、考えを整理したり、理解を深めたりするのに役立った」

など、ＩＣＴを活用した支援が全ての児童生徒にとって効果的であったことが分かる感

想が聞かれました。

(2) 研修資料の活用後アンケートについて

研修資料を配付後、活用に関するアンケート調査を実施しました。主な質問内容は図11

のとおりです。

回答方法は質問紙

又はウェブからの回

答としました。

研修資料配付後、

実践する時間を設け

た後回答するように

しました。

活用後アンケート

には、116名から回

答を得ることができ

ました。

(3) 活用後アンケートの結果及び分析

①研修資料の活用状況

アンケート回答者のうち69％が研修資料を「活用（参考に）した」と回答しました。

活用状況について校種別にみると、小・中学校と比較して高等学校での活用率が低いこ

図11 活用後アンケートの主な質問内容

図10 ＩＣＴを活用した文章作成の型

○研修資料の活用について（選択）

＜選択肢＞活用（参考に）した、活用していない

○活用していない理由（複数回答）

＜選択肢＞機会がなかった、該当する児童生徒がいない、

既に実践している、どのように活用したらよいか分からない、

その他

○研修資料について、活用（参考に）した内容（複数回答・記述）

＜選択肢＞学級（ＨＲ）の児童生徒へのＩＣＴ活用、

授業の指導場面でのＩＣＴ活用、不登校児童生徒へのＩＣＴ活用、

校内研修等で参考資料として活用、宿題など家庭学習へのＩＣＴ活用、

家庭との連絡・お便り等としての活用、部活動でのＩＣＴ活用、その他

＜記述＞どのように活用しましたか

○「研修資料」についての感想を教えてください（４段階評定・記述）

・研修資料のような参考資料はあった方がよい

・特別な支援を必要とする児童生徒への支援の参考になった

・ＩＣＴの活用を考えるのに役立つ（参考になる）

○今後「研修資料」に求める内容や要望等がありましたら記入してください（記述）
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とが分かりました（図12）。

活用していない理由について、最も回答が多かったのは「機会がなかった」69％でし

た。続いて「該当する児童生徒がいない」が31％、「どのように活用したらよいか分から

ない」が11％と続いていました。

「どのように活

用したらよいか分

からない」と回答

した教員について、

校種別に分析する

と、高等学校の割

合が13％と小学校

の９％、中学校の

10％より高くなっ

ていました。また、

高等学校の教員の

記述には「より具

体的な実践例など

があればイメージ

がしやすい」などの要望がありました。研究１年次に作成した研修資料には、小・中学

校の実践事例しか掲載しておらず、高等学校について具体がなかったことが活用率に影

響したと考えました。

主に活用（参考に）した内容は、「授業の指導場面でのＩＣＴ活用」が63％、「学級（Ｈ

Ｒ）の児童生徒へのＩＣＴ活用」が34％、「不登校児童生徒へのＩＣＴ活用」が23％、「校

内研修等で参考資料として活用」が16％でした。授業の指導場面や学級における特別な

支援を必要とする児童生徒へのＩＣＴ活用においてニーズがあったと思われます。

②研修資料を使用した教員の感想（４件法、記述）

作成した研修資料を配付し、こ

のような参考資料はあった方がよ

いか質問したところ、「そう思う」

が83％、「まあまあ思う」が17％

と、全員が肯定的な回答でした

（図13）。アンケート調査を基に、

県内の状況に合わせた研修資料を

作成したことにより、本県の教員

にとって必要としている情報を紹

介することができたと考えます。

校種別では高等学校において小・

中学校と比べると「まあまあ思う」

の割合が高くなっています。高等

学校の教員にとって参考になるよ

図12 研修資料の活用状況

図13 研修資料についての感想①
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うな内容を充実させていくことが必要であると感じました。

研修資料が特別な支援を必要と

する児童生徒へ支援する際の参考

になったかについて質問したとこ

ろ、図14のような結果になりまし

た。肯定的な回答が全体の99％を

占めています。しかし、少数なが

ら「あまり思わない」と回答した

教員もいたことから、それらの教

員について、研修資料をどのよう

に参考にしたのか、活用した実践

や感想（記述）を更に分析しまし

た。ＩＣＴの活用には、研修資料

を参考にして「生徒の意見をクラ

ス全体で可視化した」とありまし

た。教材研究として研修資料は参考になったものの、特別な支援を必要とする生徒への

支援としての参考にまでは至らなかったとのではないかと思われます。

ＩＣＴの活用を考えるのに役に

立つ（参考になる）か質問したと

ころ、「そう思う」が79％、「まあ

まあ思う」が21％であり、全員が

肯定的な回答でした（図15）。ま

た、校種別に分析したところ、中

学校で「まあまあ思う」が30％と、

他の校種よりも割合が高くなって

いました。小学校や高等学校との

違いとして、中学校で「まあまあ

思う」と回答した半数以上が、不

登校生徒への支援で活用を既に試

みていました。感想や要望には「具

体的な使い方が知りたい」「紹介

している機能へのリンクがあるとよい」「実際に支援するときの配慮など、具体的なもの

が知りたい」などがありました。不登校児童生徒へのＩＣＴを活用した指導・支援の実

践事例では、どのように話合いや準備を進めたのか、その経緯も必要だったと感じます。

支援を必要とする児童生徒は一人一人状況が異なります。どのように示すことが教員の

参考になるのか、今後の課題の一つと考えます。

研修資料を活用した教員からは「児童や生徒の困難さに応じたＩＣＴの活用方法や具

体的な事例を学ぶことができる」「具体例や活用ポイントが分かりやすくまとめられてお

り、実践に役立つ」「特別支援教育や不登校児童生徒への支援についても触れられており、

参考になる」などの感想を得ることができました。

図14 研修資料についての感想②

図15 研修資料についての感想③
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また、各学校で研修資料を基に指導・支援に取り組んだ教員からは、児童生徒の姿に

ついて、「意欲的に取り組むようになった」「ふだんより集中することができた」「宿題に

自分でも取り組むようになってきた」「自分の考えをまとめ、発表することができた」な

どの変容が挙げられていました。研修資料を参考にして、特別な支援を必要とする児童

生徒の指導・支援に取り組んだ結果、児童生徒の困難さの軽減につなげることができた

と考えます。

(4) 研修資料への内容の追加（２年次）

新たに追加した内容は「研修資料の活用例の紹介」です。活用後アンケートの分析結果

を基に、活用場面で多かった「教材研究の資料としての活用」「ケース会議等において支援

方法を探る資料としての活用」「不登校傾向、別室登校の児童生徒の学びの保障としての活

用」に活用のニーズがあると考え、研修資料の活用例を簡潔にまとめ、紹介しました。

研修資料をどのように参考にして活用したのか伝えることで、更なる活用が図られるこ

とを期待しています。

活用後アンケートの結果から、高等学校における実践事例が必要であると考え、高等学

校における実践事例を追加しました。また、研究１年次に紹介できなかった「病気療養」

や「日本語指導を要する児童生徒」へのＩＣＴを活用した指導・支援の実践事例も追加し

ました。様々な事例を取り上げることで研修資料の厚みを増し、幅広く参考にできる資料

となるようにしたいと考えています。
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Ⅲ 研修資料について

１ 研修資料の概要

特別な支援を必要とする児童生徒の可能性を高める手段として、ＩＣＴを効果的に活用

した実践に大きな期待が寄せられています。

困難を抱える児童生徒のために、どのようにＩＣＴの活用を進めていけば効果的なので

しょうか。この研修資料では、県内でＩＣＴを活用している教員の実践事例を紹介し、ど

うしてそのような活用が効果的なのかや、考え方について解説を添えて紹介しています。

この研修資料を活用しながら、ＩＣＴを活用した支援に積極的に取り組んでいただき、

児童生徒の様々な困難を軽減・解消できることを期待しています。

２ 研修資料

研修資料の内容を図16に示します。（以下、資料参照）

図16 研修資料 内容一覧

１ 研修資料について 新 ○日本語で行う授業に参加する

２ 特別な支援を必要とする児童生徒たち （母国語が日本語ではない児童生徒への指導）

３ 教員がＩＣＴを活用する際，課題や難しいと感じ 新 ・高等学校第１学年 各教科

ていること 新 ○入院中に在籍校の授業にオンラインで参加する

４ 児童生徒の立場に立って支援を考える （高等学校）

５ 個別にＩＣＴを活用した支援を行う際の流れ（例） 新 ・高等学校第１学年

新 ・研修資料の活用方法例 新 ○病気の子ども同士がオンラインで交流する

６ 学習面・行動面で困難を示している児童生徒への （特別支援学校中学部と中学校病弱・身体虚弱

指導・支援における活用事例 特別支援学級）

・活用事例の見方（大まかな活用事例） 新 ・特別支援学校中学部１学年と中学校病弱・身体虚弱

・活用事例の見方（具体的な活用事例） 特別支援学級第２学年

○書き写す ７ 不登校児童生徒への支援について

・中学校第３学年 数学 ８ 不登校児童生徒への指導・支援における活用事例

○漢字を書く ・小学生（学校行事の参加に向けて）

・小学校第３学年 国語 ・中学生（入試に向けて）

○話を聞く ・中学生（別室からの授業視聴）

・小学校第６学年（特別支援学級）生活単元学習 ・中学生（授業視聴）

○文章を読む ・中学生（自宅での学習支援）

・小学校第５学年 国語 ・中学生（学習支援）

○自分の考えをまとめる

・中学校第１学年（特別支援学級）国語

○集中する

・中学校第１学年 理科

新 ・高等学校第１学年 体育 新…２年次に追加した内容
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・

中
学

生
（

入
試

に
向

け
て

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
・
・
・
3
2

 
・

中
学

生
（

別
室

か
ら

の
授

業
視

聴
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
・
・
・
3
3

 
・

中
学

生
（

授
業

視
聴

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
・
・
・
3
4

 
・

中
学

生
（

自
宅

で
の

学
習

支
援

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
・
・
・
3
5

 
・

中
学

生
（

学
習

支
援

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
・
・
・
3
6

１
．

研
修

資
料

に
つ

い
て

 
特

別
な

支
援

を
必

要
と

す
る

児
童

生
徒

の
可

能
性

を
高

め
る

手
段

と
し

て
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

効
果

的
に

活
用

し
た

実
践

に
大

き
な

期
待

が
寄

せ
ら

れ
て

い
ま

す
。

 
困

難
を

抱
え

る
児

童
生

徒
の

た
め

に
、

ど
の

よ
う

に
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
活

用
を

進
め

て
い

け
ば

効
果

的
な

の
で

し
ょ

う
か

。
こ

の
研

修
資

料
で

は
、

県
内

で
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

て
い

る
教

員
の

実
践

事
例

を
紹

介
し

、
ど

う
し

て
そ

の
よ

う
な

活
用

が
効

果
的

な
の

か
や

、
考

え
方

に
つ

い
て

解
説

を
添

え
て

紹
介

し
て

い
ま

す
。

 
こ

の
研

修
資

料
を

活
用

し
な

が
ら

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

た
支

援
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

た
だ

き
、

児
童

生
徒

の
様

々
な

困
難

を
軽

減
・

解
消

で
き

る
こ

と
を

期
待

し
て

い
ま

す
。

２
．

特
別

な
支

援
を

必
要

と
す

る
児

童
生

徒
た

ち
 

本
研

究
に

お
け

る
「

特
別

な
支

援
を

必
要

と
す

る
児

童
生

徒
」

に
つ

い
て

は
、

中
央

教
育

審
議

会
答

申
（

令
和

３
年

１
月

26
日

）
「

『
令

和
の

日
本

型
学

校
教

育
』

の
構

築
を

目
指

し
て

～
全

て
の

子
供

た
ち

の
可

能
性

を
引

き
出

す
、

個
別

最
適

な
学

び
と

、
協

働
的

な
学

び
の

実
現

～
」

及
び

文
部

科
学

省
（

平
成

24
年

12
月

５
日

）
「

通
常

の
学

級
に

在
籍

す
る

発
達

障
害

の
可

能
性

の
あ

る
特

別
な

教
育

的
支

援
を

必
要

と
す

る
児

童
生

徒
に

関
す

る
調

査
」

を
参

考
に

、
「

不
登

校
、

病
気

療
養

、
障

害
、

日
本

語
指

導
を

要
す

る
、

学
習

面
又

は
行

動
面

で
困

難
を

示
し

て
い

る
」

児
童

生
徒

と
し

、
県

内
に

お
け

る
現

状
に

つ
い

て
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
し

ま
し

た
。

 
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
秋

田
県

総
合

教
育

セ
ン

タ
ー

（
以

下
、

当
セ

ン
タ

ー
）

研
修

講
座

受
講

者
64

1名
を

対
象

に
実

施
し

ま
し

た
（

令
和

４
年

５
月

か
ら

11
月

ま
で

）
。

 
小

・
中

・
高

等
学

校
に

お
い

て
、

82
％

の
教

員
が

特
別

な
支

援
を

必
要

と
す

る
児

童
生

徒
が

い
る

と
回

答
し

ま
し

た
。

さ
ら

に
、

児
童

生
徒

の
様

子
に

つ
い

て
、

「
学

習
面

又
は

行
動

面
で

困
難

を
示

し
て

い
る

」
の

回
答

が
81

％
、

「
障

害
」

が
45

%
、

「
不

登
校

」
が

38
％

と
な

り
ま

し
た

（
表

１
）

。
 

「
学

習
面

又
は

行
動

面
で

困
難

を
示

し
て

い
る

」
児

童
生

徒
の

詳
細

に
つ

い
て

は
、

表
２

の
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

 
こ

れ
ら

の
こ

と
か

ら
、

学
習

面
又

は
行

動
面

で
困

難
を

示
し

て
い

る
児

童
生

徒
が

い
る

と
感

じ
て

い
る

教
員

が
多

く
、

特
に

学
習

面
で

は
「

文
章

を
書

く
」

「
話

を
聞

く
」

こ
と

、
行

動
面

で
は

「
気

が
散

り
や

す
い

」
傾

向
が

見
ら

れ
る

こ
と

が
分

か
り

ま
し

た
。

全
体

不
登

校
38

%
 

病
気

療
養

3%

障
害

45
%

日
本

語
指

導
を

要
す

る
 3

%

学
習

面
又

は
行

動
面

で
 

 
困

難
を

示
し

て
い

る
81

%

そ
の

他
 2

%

表
１

 
特

別
な

支
援

を
必

要
と

す
る

児
童

生
徒
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全
体

小
学

校
中

学
校

高
等

学
校

話
を

聞
く

46
%

50
%

41
%

43
%

文
章

を
読

む
39

%
43

%
36

%
25

%

文
章

を
書

く
60

%
63

%
59

%
39

%

算
数

（
計

算
や

図
形

等
）

が
苦

手
39

%
43

%
33

%
36

%

自
分

の
思

い
を

伝
え

た
り

話
し

た
り

す
る

39
%

40
%

41
%

25
%

自
分

の
考

え
を

ま
と

め
る

34
%

33
%

36
%

29
%

気
が

散
り

や
す

い
53

%
56

%
53

%
39

%

落
ち

着
き

が
な

い
衝

動
的

な
言

動
が

目
立

つ
48

%
49

%
46

%
46

%

衝
動

的
な

言
動

が
目

立
つ

41
%

45
%

38
%

29
%

そ
の

他
6%

4%
6%

18
%

表
２

 
学

習
面

又
は

行
動

面
で

困
難

を
示

し
て

い
る

児
童

生
徒

の
詳

細

３
．

教
員

が
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
す

る
際

、
課

題
や

難
し

い
と

感
じ

て
い

る
こ

と
 

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
よ

り
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

活
用

に
お

け
る

課
題

や
難

し
い

と
感

じ
て

い
る

こ
と

に
つ

い
て

の
記

述
を

分
析

し
ま

し
た

。
テ

キ
ス

ト
マ

イ
ニ

ン
グ

ソ
フ

ト
等

を
用

い
て

分
析

、
要

約
し

た
と

こ
ろ

、
主

な
内

容
と

し
て

「
自

分
自

身
が

活
用

方
法

を
あ

ま
り

分
か

っ
て

い
な

い
」

「
操

作
に

関
し

て
難

し
さ

を
感

じ
る

こ
と

が
あ

る
」

「
効

果
的

な
活

用
場

面
を

考
え

る
こ

と
が

難
し

い
」

等
が

あ
り

ま
し

た
。

 
ま

た
、

「
ほ

と
ん

ど
活

用
し

て
い

な
い

」
と

回
答

し
た

教
員

が
感

じ
て

い
る

課
題

と
「

ほ
ぼ

毎
日

活
用

し
て

い
る

」
と

回
答

し
た

教
員

が
感

じ
て

い
る

課
題

を
比

較
し

た
と

こ
ろ

、
ほ

と
ん

ど
活

用
し

て
い

な
い

教
員

に
だ

け
見

ら
れ

る
内

容
と

し
て

、
機

器
を

活
用

し
に

く
い

と
感

じ
て

い
た

り
、

活
用

方
法

に
対

す
る

不
安

が
あ

っ
た

り
す

る
こ

と
が

分
か

り
ま

し
た

。
 

こ
れ

ら
の

こ
と

か
ら

、
ど

の
よ

う
な

実
践

が
さ

れ
て

い
る

の
か

を
知

っ
て

も
ら

う
こ

と
、

参
考

と
な

る
実

践
事

例
を

示
す

こ
と

が
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

活
用

の
第

一
歩

に
つ

な
が

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

、
本

資
料

に
ま

と
め

ま
し

た
。

 
活

用
事

例
に

つ
い

て
は

、
す

で
に

活
用

し
て

い
る

教
員

が
一

定
数

い
る

こ
と

や
、

特
別

支
援

学
校

や
特

別
支

援
学

級
に

お
い

て
活

用
が

さ
れ

て
い

る
こ

と
な

ど
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
で

収
集

し
た

事
例

を
紹

介
す

る
こ

と
に

よ
り

、
支

援
の

方
法

の
一

つ
と

し
て

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
と

い
う

選
択

肢
が

増
え

、
児

童
生

徒
の

困
難

さ
が

軽
減

で
き

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

ま
し

た
。

- 
2 

-

４
．

児
童

生
徒

の
立

場
に

立
っ

て
支

援
を

考
え

る

板
書

を
写

せ
な

い

児
童

生
徒

の
様

子

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

活
用

児
童

生
徒

の
気

持
ち写

す
の

に
時

間
が

掛
か

る
な

。
黒

板
を

見
て

写
す

こ
と

が
苦

手
な

の
か

な
。

ノ
ー

ト
を

書
く

の
に

時
間

が
掛

か
る

か
ら

嫌
だ

な
。

ど
う

せ
書

け
な

い
。

困
難

さ
へ

の
配

慮

そ
れ

ぞ
れ

の
学

習
ス

タ
イ

ル
に

応
じ

た
学

び
を

保
障

 
教

職
員

が
指

導
方

法
に

悩
む

児
童

生
徒

は
、

実
は

本
人

も
困

っ
て

い
る

状
況

と
い

え
ま

す
。

本
人

の
で

き
な

い
、

も
し

く
は

で
き

て
い

な
い

こ
と

ば
か

り
を

指
導

す
る

だ
け

で
は

、
そ

の
状

況
が

改
善

し
な

い
こ

と
が

多
い

も
の

で
す

。
そ

の
よ

う
な

と
き

は
、

ど
う

す
れ

ば
で

き
る

よ
う

に
な

る
の

か
、

児
童

生
徒

の
立

場
か

ら
困

難
さ

に
寄

り
添

っ
た

指
導

・
支

援
の

方
法

を
考

え
て

み
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

い
つ

も
ノ

ー
ト

を
書

い
て

い
ま

せ
ん

ね
。

ち
ゃ

ん
と

、
や

り
な

さ
い

。

こ
の

方
法

な
ら

で
き

た
。

や
れ

ば
で

き
そ

う
だ

な
。

板
書

を
写

し
て

、
手

元
で

確
認

で
き

る
よ

う
に

- 
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実
態

把
握

支
援

方
法

の
検

討

児
童

生
徒

と
の

使
用

方
法

の
確

認

学
校

と
し

て
の

対
応

周
囲

の
児

童
生

徒
へ

の
説

明

保
護

者
と

の
使

用
方

法
の

確
認

５
．

個
別

に
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

た
支

援
を

行
う

際
の

流
れ

（
例

）

児
童

生
徒

の
観

察
や

教
職

員
の

気
付

き
、

保
護

者
と

の
面

談
を

通
し

て
、

児
童

生
徒

の
状

態
を

把
握

す
る

。

児
童

生
徒

の
特

性
に

合
わ

せ
た

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
の

活
用

方
法

を
検

討
す

る
。

本
冊

子
を

基
に

支
援

の
考

え
方

や
活

用
事

例
を

参
考

に
す

る
。

保
護

者
と

教
職

員
の

間
で

使
用

の
状

況
に

つ
い

て
確

認
と

合
意

を
行

う
。

担
当

と
管

理
職

の
み

な
ら

ず
、

教
職

員
全

体
で

対
応

方
針

に
つ

い
て

確
認

す
る

。
教

科
担

任
制

の
場

合
な

ど
は

、
教

職
員

同
士

が
連

絡
を

取
り

合
い

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

機
器

の
使

用
に

つ
い

て
確

認
、

合
意

す
る

。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
を

ど
の

よ
う

に
使

う
こ

と
が

で
き

る
の

か
を

説
明

し
、

授
業

の
中

で
使

う
こ

と
に

つ
い

て
確

認
す

る
。

場
合

に
よ

っ
て

は
、

事
前

に
通

級
指

導
教

室
や

自
宅

な
ど

で
使

用
す

る
こ

と
に

よ
り

、
児

童
生

徒
が

判
断

が
で

き
る

よ
う

促
す

必
要

も
あ

る
。

児
童

生
徒

本
人

の
意

志
を

確
認

す
る

。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
の

具
体

的
な

使
用

方
法

に
つ

い
て

、
児

童
生

徒
、

保
護

者
、

使
用

場
面

に
立

ち
会

う
教

職
員

な
ど

で
確

認
す

る
機

会
を

設
け

る
。

学
級

の
児

童
生

徒
に

、
実

際
に

ど
の

よ
う

に
説

明
す

る
か

に
つ

い
て

、
本

人
や

保
護

者
の

同
意

を
得

る
。

学
級

の
児

童
生

徒
に

対
し

て
、

当
該

児
童

生
徒

が
Ｉ

Ｃ
Ｔ

機
器

を
使

う
こ

と
に

つ
い

て
説

明
す

る
。 Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

た
指

導
・

支
援

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

し
て

み
た

児
童

生
徒

の
様

子
に

つ
い

て
、

観
察

等
を

通
し

て
困

難
さ

が
軽

減
さ

れ
て

い
る

か
確

認
す

る
。

児
童

生
徒

や
保

護
者

と
面

談
等

を
行

い
、

活
用

方
法

や
場

面
の

調
整

を
す

る
。

- 
4 
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※
具

体
的

な
活

用
事

例
は

、
収

集
し

た
実

践
内

容
を

基
に

、
仮

想
の

事
例

と
し

て
整

理
し

て
い

ま
す

。

 
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

で
は

、
教

員
が

困
っ

て
い

る
こ

と
と

し
て

「
ど

の
よ

う
な

場
面

で
使

う
の

が
効

果
的

な
の

か
分

か
ら

な
い

」
と

い
う

意
見

が
多

く
あ

り
ま

し
た

。
特

別
な

支
援

を
必

要
と

す
る

児
童

生
徒

た
ち

の
困

難
さ

は
様

々
で

あ
り

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
す

る
目

的
も

様
々

で
す

。
あ

る
児

童
生

徒
に

有
効

だ
っ

た
活

用
方

法
が

他
の

児
童

生
徒

に
は

有
効

で
な

い
場

合
も

あ
り

ま
す

。
実

際
に

日
常

的
に

活
用

し
て

い
る

事
例

を
中

心
に

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
す

る
た

め
の

考
え

方
や

活
用

事
例

に
つ

い
て

の
資

料
を

紹
介

し
ま

す
の

で
、

そ
れ

ぞ
れ

の
児

童
生

徒
た

ち
に

最
適

な
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
活

用
を

考
え

る
た

め
の

参
考

に
し

て
く

だ
さ

い
。

６
．

学
習

面
・

行
動

面
で

困
難

を
示

し
て

い
る

児
童

 
 

生
徒

へ
の

指
導

・
支

援
に

お
け

る
活

用
事

例

- 
6 

-

県
内

で
実

際
に

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

し
て

指
導

・
支

援
を

行
っ

て
い

る
教

員
の

取
組

を
簡

単
に

紹
介

し
て

い
ま

す
。

多
く

の
方

々
の

実
践

に
つ

な
が

る
こ

と
を

期
待

し
て

い
ま

す
。

令
和

４
年

度
に

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
し

ま
し

た
。

調
査

結
果

を
基

に
、

教
育

的
ニ

ー
ズ

が
高

い
と

考
え

ら
れ

る
内

容
を

紹
介

し
て

い
ま

す
。

児
童

生
徒

の
具

体
的

な
様

子
に

つ
い

て
記

載
し

て
い

ま
す

。
児

童
生

徒
の

様
子

か
ら

参
考

に
な

る
活

用
事

例
を

探
し

て
み

て
く

だ
さ

い
。

困
難

さ
の

要
因

と
し

て
考

え
ら

れ
る

背
景

を
紹

介
し

て
い

ま
す

。
支

援
方

法
を

検
討

す
る

際
、

背
景

か
ら

手
立

て
を

考
え

る
参

考
に

な
れ

ば
と

思
い

ま
す

。

活
用

事
例

を
参

考
に

取
り

組
む

際
、

教
職

員
が

ど
の

よ
う

に
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

、
ど

の
よ

う
に

児
童

生
徒

に
関

わ
る

か
で

、
効

果
が

大
い

に
異

な
り

ま
す

。
そ

こ
で

、
実

際
に

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

す
る

際
の

考
え

方
や

ポ
イ

ン
ト

を
記

載
し

ま
し

た
。

児
童

生
徒

の
様

子
（

例
）

           

困
難

さ
の

背
景

困
難

さ
を

軽
減

・
解

消
す

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

事
例

ポ
イ

ン
ト①

② ③ ④ ⑤

①
②

③
④

⑤

活
用

事
例

の
見

方
（

大
ま

か
な

活
用

事
例

）
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児
童

生
徒

の
様

子

           児
童

生
徒

の
困

難
さ

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例

児
童

生
徒

の
変

容
と

教
職

員
の

新
た

な
配

慮
等

② ③ ④ ⑤

①

活
用

事
例

の
見

方
（

具
体

的
な

活
用

事
例

）

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

し
た

指
導

・
支

援
の

実
際

に
つ

い
て

、
そ

の
概

略
を

紹
介

し
て

い
ま

す
。

通
常

の
学

級
や

特
別

支
援

学
級

、
特

別
支

援
学

校
で

の
取

組
を

紹
介

し
ま

す
。

校
種

や
学

年
、

教
科

等
示

し
て

い
ま

す
。

児
童

生
徒

の
具

体
的

な
様

子
を

紹
介

し
て

い
ま

す
。

児
童

生
徒

の
困

難
さ

を
紹

介
し

て
い

ま
す

。
対

応
す

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
活

用
に

つ
い

て
検

討
す

る
際

の
参

考
に

し
ま

す
。

児
童

生
徒

の
変

容
や

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

す
る

際
の

ポ
イ

ン
ト

、
教

職
員

の
関

わ
り

を
ま

と
め

て
い

ま
す

。
活

用
事

例
を

基
に

実
践

す
る

際
に

参
考

に
し

て
く

だ
さ

い
。

①
②

③
④

⑤

- 
8 

-

・
書

い
て

い
る

う
ち

に
、

ど
こ

を
写

し
て

い
る

の
か

分
か

ら
な

く
な

る
。

・
時

間
内

に
課

題
を

終
え

た
り

、
板

書
を

写
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

・
何

度
も

確
認

し
な

が
ら

書
く

の
で

時
間

が
掛

か
る

。
・

作
業

が
遅

れ
が

ち
に

な
る

。
・

形
を

整
え

て
書

く
こ

と
が

難
し

い
。

・
書

き
終

え
ら

れ
な

い
経

験
を

重
ね

て
い

く
中

で
、

意
欲

が
低

下
し

、
取

り
か

か
り

が
難

し
く

な
っ

て
 

い
る

。書
き

写
す

児
童

生
徒

の
様

子
（

例
）

      ・
黒

板
が

見
え

づ
ら

い
。

・
不

注
意

の
た

め
、

今
ど

こ
を

書
い

て
い

る
の

か
が

分
か

ら
な

く
な

る
。

・
黒

板
に

書
か

れ
た

内
容

を
記

憶
し

て
お

く
こ

と
が

難
し

い
。

・
時

間
配

分
の

見
通

し
が

立
ち

に
く

い
。

・
文

字
を

書
く

こ
と

、
ノ

ー
ト

を
取

る
こ

と
が

苦
手

な
生

徒
に

対
し

て
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
に

打
ち

込
む

な
 

ど
の

方
法

を
取

っ
て

い
る

。
・

黒
板

の
写

真
を

撮
り

、
時

間
内

に
ノ

ー
ト

に
書

き
写

せ
な

い
と

き
は

、
後

で
そ

の
画

像
を

見
て

書
く

 
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
・

対
象

生
徒

の
た

め
に

特
別

に
活

用
し

て
い

る
と

い
う

こ
と

は
な

い
が

、
国

語
で

文
章

を
書

く
際

に
、

 
手

書
き

コ
ー

ス
と

タ
ブ

レ
ッ

ト
コ

ー
ス

と
両

方
準

備
し

て
い

る
。

・
ノ

ー
ト

を
書

く
の

が
苦

手
な

生
徒

に
ク

ロ
ー

ム
ブ

ッ
ク

（
１

人
１

台
端

末
）

を
利

用
さ

せ
て

い
る

。
・

書
く

こ
と

の
困

難
さ

に
対

し
、

板
書

を
写

真
に

撮
っ

て
記

録
し

て
い

る
。

      ・
板

書
を

撮
影

す
る

こ
と

を
児

童
生

徒
に

任
せ

る
と

、
全

て
撮

影
し

て
残

そ
う

と
し

て
し

ま
う

こ
と

が
 

あ
り

ま
す

。
撮

影
す

る
こ

と
が

目
的

に
な

ら
な

い
よ

う
に

、
ノ

ー
ト

等
に

書
き

写
す

際
の

補
助

と
し

 
て

の
活

用
が

望
ま

し
い

で
す

。
活

用
方

法
が

身
に

付
く

ま
で

は
、

保
存

し
て

お
く

べ
き

重
要

な
箇

所
 

 
を

指
示

し
た

り
、

教
職

員
が

撮
影

し
た

デ
ー

タ
を

共
有

で
き

る
よ

う
に

し
た

り
す

る
と

効
果

的
で

す
。

・
児

童
生

徒
に

よ
っ

て
は

、
キ

ー
ボ

ー
ド

で
の

ロ
ー

マ
字

入
力

が
難

し
い

場
合

も
あ

り
ま

す
。

携
帯

電
 

話
の

よ
う

な
キ

ー
配

列
で

の
文

字
入

力
機

能
を

使
っ

た
り

、
五

十
音

順
に

並
ん

だ
キ

ー
配

列
で

の
文

 
字

入
力

機
能

を
使

っ
た

り
す

る
な

ど
の

方
法

も
考

え
ら

れ
ま

す
。

・
タ

ブ
レ

ッ
ト

に
、

手
書

き
で

入
力

し
た

文
字

を
テ

キ
ス

ト
デ

ー
タ

に
変

換
し

て
く

れ
る

ア
プ

リ
が

あ
 

り
ま

す
。

自
分

で
メ

モ
を

と
っ

た
り

、
後

で
見

て
も

分
か

る
メ

モ
を

作
成

し
た

り
す

る
の

が
ス

ム
ー

 
ズ

に
な

り
ま

す
。

困
難

さ
の

背
景

困
難

さ
を

軽
減

・
解

消
す

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

事
例

ポ
イ

ン
ト
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中
学

校
第

３
学

年
 

数
学

児
童

生
徒

の
様

子

  
文

字
を

書
く

の
が

遅
い

。
聞

き
な

が
ら

書
く

こ
と

も
難

し
く

、
何

の
話

を
聞

い
て

い
る

の
か

黒
板

の
ど

こ
を

書
い

て
い

る
の

か
分

か
ら

な
く

な
る

。
最

近
は

最
初

か
ら

書
く

こ
と

を
あ

き
ら

め
て

い
る

様
子

も
見

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。

      ・
黒

板
が

見
え

づ
ら

い
。

・
不

注
意

の
た

め
、

今
ど

こ
を

書
い

て
い

る
の

か
が

分
か

ら
な

く
な

る
。

・
黒

板
に

書
か

れ
た

内
容

を
記

憶
し

て
お

く
こ

と
が

難
し

い
た

め
、

何
度

も
確

認
し

な
が

ら
書

く
の

で
 

時
間

が
掛

か
る

。
・

時
間

配
分

の
見

通
し

が
立

ち
に

く
く

、
作

業
が

遅
れ

が
ち

に
な

る
。

・
書

き
終

え
ら

れ
な

い
経

験
を

重
ね

て
い

く
中

で
、

意
欲

が
低

下
し

、
取

り
か

か
り

が
難

し
く

な
っ

て
 

い
る

。

児
童

生
徒

の
困

難
さ

       
授

業
中

に
も

ノ
ー

ト
を

書
く

時
間

は
設

け
て

い
た

が
、

そ
れ

で
も

間
に

合
わ

な
い

と
混

乱
し

た
り

、
や

る
気

を
な

く
し

た
り

し
て

し
ま

い
、

本
来

解
く

こ
と

が
で

き
る

問
題

に
も

取
り

組
ま

な
く

な
っ

て
い

た
。

こ
れ

ま
で

は
板

書
を

デ
ジ

タ
ル

カ
メ

ラ
で

撮
影

し
て

残
す

こ
と

が
あ

っ
た

が
、

そ
の

後
の

活
用

が
難

し
か

っ
た

。
タ

ブ
レ

ッ
ト

の
使

用
に

よ
り

、
簡

単
に

拡
大

し
て

見
る

こ
と

が
で

き
た

り
書

き
込

み
な

ど
が

し
や

す
く

な
っ

た
り

し
た

。
操

作
の

楽
し

さ
も

あ
っ

て
学

習
へ

の
意

欲
向

上
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

授
業

の
内

容
に

よ
っ

て
は

、
う

ま
く

使
え

な
い

こ
と

も
あ

る
た

め
、

活
用

の
仕

方
に

つ
い

て
は

本
人

と
相

談
し

、
よ

り
広

げ
て

い
く

こ
と

に
し

た
。

 
黒

板
の

使
い

方
を

パ
タ

ー
ン

化
し

、
書

い
た

り
貼

っ
た

り
す

る
内

容
を

精
選

し
た

り
、

後
か

ら
見

て
も

分
か

り
や

す
い

構
成

に
し

た
り

し
た

こ
と

で
板

書
が

整
理

さ
れ

た
。

児
童

生
徒

の
変

容
と

教
職

員
の

新
た

な
配

慮
等

①
支

援
機

器
や

教
材

・
教

具
等

 
 

 
M

ic
ro

so
ft

 L
en

s、
O

ne
N

ot
e（

本
人

 
の

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
を

使
用

）
②

活
用

の
ね

ら
い

 
 

主
と

し
て

家
庭

学
習

で
、

授
業

内
容

の
 

見
直

し
に

使
用

す
る

。
③

授
業

に
お

け
る

支
援

内
容

 
 

授
業

中
ま

た
は

授
業

後
に

板
書

を
Le

ns
 

で
撮

影
す

る
。

内
容

に
よ

っ
て

、
そ

の
場

 
で

考
え

を
入

力
し

た
り

、
自

宅
で

 
O

ne
N

ot
eに

取
り

込
ん

で
課

題
を

や
り

直
 

し
た

り
、

ま
と

め
を

書
き

込
ん

だ
り

し
て

 
振

り
返

り
を

す
る

。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例
板

書
上

で
大

事
だ

と
思

う
部

分
を

切
り

取
り

、
拡

大
し

て
取

り
込

む
（

教
員

が
、

見
直

し
て

ほ
し

い
部

分
を

指
定

す
る

こ
と

も
あ

る
）

写
真

に
直

接
線

を
引

い
た

り
、

文
字

を
書

き
込

ん
だ

り
し

な
が

ら
内

容
を

復
習

す
る

- 
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・
漢

字
の

画
数

が
多

か
っ

た
り

少
な

か
っ

た
り

し
、

と
め

・
は

ね
・

は
ら

い
な

ど
の

区
別

が
難

し
い

。
・

形
の

似
た

文
字

や
意

味
の

似
た

漢
字

の
混

同
が

あ
る

。
・

文
字

の
大

き
さ

を
整

え
た

り
、

マ
ス

目
か

ら
は

み
出

さ
ず

に
書

い
た

り
す

る
こ

と
が

難
し

く
、

消
し

 
ゴ

ム
な

ど
の

使
い

方
も

ぎ
こ

ち
な

い
。

・
細

部
の

情
報

を
見

落
と

し
た

り
、

書
き

忘
れ

た
り

す
る

。
・

学
年

相
応

の
漢

字
を

書
く

こ
と

が
難

し
い

。

漢
字

を
書

く

児
童

生
徒

の
様

子
（

例
）

      ・
視

覚
認

知
の

力
が

弱
く

、
文

字
の

形
が

捉
え

に
く

い
。

・
音

韻
認

識
の

力
が

弱
く

、
頭

の
中

で
文

字
と

音
を

結
び

付
け

て
単

語
と

し
て

捉
え

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
極

端
な

不
器

用
さ

が
あ

る
。

・
不

注
意

が
あ

る
。

・
板

書
や

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

を
タ

ブ
レ

ッ
ト

PC
で

撮
影

し
て

手
元

で
拡

大
す

る
こ

と
で

見
や

す
く

し
、

手
 

元
で

確
認

し
な

が
ら

書
け

る
よ

う
に

し
た

。
・

ノ
ー

ト
パ

ソ
コ

ン
を

使
っ

て
ノ

ー
ト

テ
イ

ク
を

行
っ

た
。

パ
ソ

コ
ン

の
漢

字
変

換
機

能
を

使
う

こ
と

 
で

、
板

書
を

正
確

に
写

す
よ

う
に

な
っ

た
。

パ
ソ

コ
ン

で
入

力
し

た
文

字
は

読
み

や
す

い
た

め
、

授
 

業
の

復
習

に
も

役
立

っ
た

。
・

学
習

カ
ー

ド
を

タ
ブ

レ
ッ

ト
PC

で
配

信
し

、
文

字
入

力
で

課
題

提
出

で
き

る
よ

う
に

し
た

。
・

漢
字

の
書

き
取

り
の

宿
題

を
、

漢
字

練
習

ア
プ

リ
に

よ
る

学
習

に
切

り
替

え
た

。

      ・
書

く
こ

と
が

苦
手

な
児

童
生

徒
は

、
漢

字
を

繰
り

返
し

書
い

て
練

習
す

る
方

法
で

は
、

漢
字

を
正

確
 

に
覚

え
た

り
書

い
た

り
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
が

難
し

い
と

言
わ

れ
て

い
ま

す
。

漢
字

の
「

意
味

」
 

「
読

み
」

「
書

き
」

の
学

習
を

段
階

的
に

行
っ

て
定

着
を

図
っ

た
り

、
「

意
味

」
や

「
読

み
」

の
理

 
解

を
求

め
る

学
習

で
は

書
く

こ
と

を
求

め
な

い
な

ど
、

ね
ら

い
に

応
じ

て
書

く
負

担
の

軽
減

を
図

っ
 

た
り

す
る

工
夫

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

ま
た

、
漢

字
の

形
や

書
き

順
を

覚
え

る
と

き
に

は
「

木
の

上
に

 
立

っ
て

見
る

の
が

“親
”」

な
ど

言
葉

に
置

き
換

え
て

形
や

意
味

に
注

目
さ

せ
た

り
、

形
や

書
き

順
を

 
分

か
り

や
す

く
示

し
た

り
す

る
こ

と
も

有
効

で
す

。
児

童
生

徒
に

と
っ

て
分

か
り

や
す

い
提

示
の

仕
 

方
を

探
り

、
学

習
に

取
り

入
れ

る
こ

と
で

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

の
効

果
も

よ
り

高
ま

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
・

漢
字

練
習

ア
プ

リ
の

活
用

は
、

書
き

直
し

が
容

易
で

何
度

も
取

り
組

め
る

た
め

、
不

器
用

さ
が

あ
っ

 
 

て
鉛

筆
や

消
し

ゴ
ム

の
使

用
を

負
担

に
感

じ
る

児
童

生
徒

に
と

っ
て

も
有

効
な

ツ
ー

ル
と

な
り

ま
す

。

困
難

さ
の

背
景

困
難

さ
を

軽
減

・
解

消
す

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

事
例

ポ
イ

ン
ト
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小
学

校
第

３
学

年
 

国
語

児
童

生
徒

の
様

子

  
漢

字
練

習
の

家
庭

学
習

に
真

面
目

に
取

り
組

む
が

、
字

形
が

整
わ

ず
、

書
き

間
違

い
が

多
い

。
漢

字
テ

ス
ト

で
は

点
数

が
と

れ
な

い
。

作
文

で
は

、
習

っ
た

漢
字

で
あ

っ
て

も
平

仮
名

で
書

く
こ

と
が

多
い

。
鉛

筆
の

持
ち

方
が

ぎ
こ

ち
な

く
、

消
し

ゴ
ム

を
使

う
際

に
時

間
が

掛
か

る
。

最
近

は
、

徐
々

に
家

庭
学

習
の

提
出

を
渋

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。

・ ・
視

覚
認

知
の

力
が

弱
く

、
文

字
の

形
が

捉
え

に
く

い
。

・
極

端
な

不
器

用
さ

が
あ

る
。

児
童

生
徒

の
困

難
さ

       
こ

れ
ま

で
は

、
漢

字
ド

リ
ル

を
ノ

ー
ト

に
書

き
写

す
家

庭
学

習
に

相
当

の
時

間
と

労
力

を
割

い
て

取
り

組
ん

で
い

た
よ

う
で

あ
っ

た
が

、
結

果
が

伴
わ

な
か

っ
た

。
ア

プ
リ

の
画

面
上

で
は

、
筆

順
が

矢
印

で
示

さ
れ

、
見

本
を

指
で

な
ぞ

る
形

で
練

習
で

き
る

た
め

、
字

形
や

筆
順

を
意

識
し

や
す

い
よ

う
あ

っ
た

。
画

面
上

で
は

書
き

間
違

え
て

も
修

正
し

や
す

い
こ

と
も

、
書

く
こ

と
の

負
担

感
の

軽
減

に
つ

な
が

っ
て

い
た

。
紙

に
書

く
量

を
少

な
く

設
定

し
た

こ
と

で
、

「
こ

れ
く

ら
い

な
ら

書
け

る
」

と
い

う
気

持
ち

に
な

り
、

「
宿

題
シ

ー
ト

」
に

も
意

欲
的

に
取

り
組

む
よ

う
に

な
っ

た
。

正
し

い
字

形
や

書
き

順
を

意
識

し
な

が
ら

繰
り

返
し

学
習

に
向

か
う

こ
と

で
、

覚
え

て
書

け
る

漢
字

が
増

え
て

き
て

い
る

。
 

家
で

作
文

に
取

り
組

む
際

に
、

ア
プ

リ
で

漢
字

を
調

べ
て

書
く

よ
う

に
な

っ
た

と
聞

き
、

学
校

で
も

辞
書

や
見

本
と

し
て

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
、

検
討

中
で

あ
る

。

①
支

援
機

器
や

教
材

・
教

具
等

 
 

漢
字

練
習

ア
プ

リ
 

タ
ブ

レ
ッ

ト
PC

②
活

用
の

ね
ら

い
 

 
家

庭
学

習
で

、
漢

字
練

習
に

使
用

す
る

。
紙

に
 

書
く

負
担

を
軽

減
す

る
こ

と
で

学
習

へ
の

集
中

を
 

を
高

め
る

と
と

も
に

、
筆

順
の

ガ
イ

ド
に

沿
っ

て
 

画
面

に
直

接
指

で
書

い
て

練
習

す
る

こ
と

で
、

漢
 

字
の

正
し

い
字

形
や

筆
順

の
定

着
を

図
る

。
③

活
用

方
法

 
 

ア
プ

リ
を

使
い

、
画

面
上

で
漢

字
の

な
ぞ

り
書

 
き

に
取

り
組

む
。

宿
題

の
ま

と
め

と
し

て
、

そ
の

 
日

練
習

し
た

漢
字

を
「

宿
題

シ
ー

ト
」

（
Ａ

４
版

 
１

枚
の

紙
プ

リ
ン

ト
）

に
書

い
て

提
出

す
る

。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例
い

ろ
い

ろ
な

漢
字

練
習

ア
プ

リ
の

中
か

ら
、

自
分

が
使

い
や

す
そ

う
な

も
の

を
教

員
と

一
緒

に
選

択
し

た

線
を

引
き

間
違

え
た

と
き

の
「

ブ
ー

」
と

い
う

効
果

音
を

聞
く

と
嫌

な
気

持
ち

に
な

る
の

で
、

音
声

は
ミ

ュ
ー

ト
で

使
う

こ
と

を
確

認
し

た

案
児

童
生

徒
の

変
容

と
教

職
員

の
新

た
な

配
慮

等

- 
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・
聞

き
も

ら
し

が
多

か
っ

た
り

、
聞

い
た

こ
と

を
す

ぐ
忘

れ
た

り
す

る
。

・
授

業
中

に
ぼ

ん
や

り
し

て
い

る
よ

う
に

見
え

る
。

・
言

葉
を

聞
い

て
、

情
報

を
イ

メ
ー

ジ
化

し
て

捉
え

る
こ

と
が

難
し

い
。

話
を

聞
く

児
童

生
徒

の
様

子
（

例
）

      ・
耳

か
ら

入
っ

て
き

た
情

報
が

記
憶

に
留

ま
り

に
く

い
。

・
注

意
を

保
持

す
る

こ
と

が
難

し
い

。
・

語
彙

が
少

な
か

っ
た

り
、

経
験

が
少

な
か

っ
た

り
す

る
。

・
周

囲
の

音
の

中
か

ら
必

要
な

音
に

注
目

し
て

聞
き

取
る

こ
と

が
難

し
い

。
・

聴
力

が
弱

い
。

・
授

業
の

進
行

に
合

わ
せ

た
ス

ラ
イ

ド
を

Po
w

er
Po

in
t（

M
ic

ro
so

ft
）

で
作

成
し

、
電

子
黒

板
で

提
 

示
す

る
こ

と
で

、
画

像
や

キ
ー

ワ
ー

ド
と

な
る

単
語

等
と

教
員

の
話

を
照

ら
し

合
わ

せ
ら

れ
る

よ
う

 
に

し
た

。
・

言
葉

と
具

体
物

が
つ

な
が

る
よ

う
写

真
で

提
示

し
た

り
、

授
業

の
イ

メ
ー

ジ
し

づ
ら

い
部

分
を

画
像

 
や

映
像

で
視

覚
的

に
示

し
た

り
し

た
。

・
言

葉
だ

け
で

説
明

す
る

の
で

は
な

く
、

実
物

投
影

機
を

使
っ

て
資

料
を

拡
大

し
て

見
せ

た
り

、
教

員
 

が
物

を
操

作
す

る
手

元
を

拡
大

し
て

見
せ

た
り

し
た

。
・

聴
覚

過
敏

が
あ

る
た

め
、

ノ
イ

ズ
キ

ャ
ン

セ
ラ

―
（

騒
音

を
遮

断
す

る
イ

ヤ
ホ

ン
）

の
使

用
を

認
め

 
て

い
る

。

      ・
 P

ow
er

Po
in

t 等
に

よ
る

ス
ラ

イ
ド

は
、

提
示

す
る

内
容

を
精

選
し

た
り

、
提

示
の

仕
方

を
工

夫
し

 
た

り
す

る
こ

と
で

、
話

を
分

か
り

や
す

く
し

た
り

、
注

目
を

高
め

た
り

す
る

な
ど

の
効

果
が

期
待

で
 

き
ま

す
。

し
か

し
、

ス
ラ

イ
ド

の
画

面
は

後
に

残
ら

な
い

の
で

、
ス

ラ
イ

ド
の

内
容

を
プ

リ
ン

ト
ア

 
ウ

ト
し

て
配

布
し

た
り

、
学

習
の

め
あ

て
な

ど
の

一
時

間
を

通
し

て
意

識
さ

せ
た

い
内

容
は

黒
板

に
 

書
い

て
提

示
し

た
り

す
る

な
ど

、
目

的
に

応
じ

て
提

示
の

仕
方

を
使

い
分

け
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

 
ま

た
、

電
子

黒
板

、
教

科
書

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
、

ノ
ー

ト
等

、
同

時
に

複
数

の
も

の
に

注
目

し
な

い
 

と
い

け
な

い
よ

う
な

状
況

を
つ

く
ら

な
い

よ
う

、
留

意
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
・

「
〇

〇
に

つ
い

て
３

つ
話

を
し

ま
す

」
な

ど
、

先
に

注
目

さ
せ

て
か

ら
説

明
し

た
り

、
授

業
の

内
容

 
 

を
視

覚
的

に
整

理
で

き
る

よ
う

な
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
を

作
成

し
て

活
用

し
た

り
す

る
こ

と
も

有
効

で
す

。
 

教
室

の
視

覚
刺

激
を

減
ら

し
た

り
、

授
業

の
中

に
効

果
的

な
動

き
を

取
り

入
れ

た
り

す
る

な
ど

、
集

 
中

し
や

す
い

状
況

づ
く

り
を

心
掛

け
ま

し
ょ

う
。

困
難

さ
の

背
景

困
難

さ
を

軽
減

・
解

消
す

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

事
例

ポ
イ

ン
ト
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小
学

校
第

６
学

年
（

特
別

支
援

学
級

）
 

生
活

単
元

学
習

児
童

生
徒

の
様

子

 
聞

き
も

ら
し

が
多

く
、

一
見

聞
い

て
い

る
よ

う
に

見
え

る
と

き
で

も
、

後
か

ら
確

認
す

る
と

覚
え

て
い

な
い

こ
と

が
多

い
。

会
話

を
し

て
い

る
と

、
「

う
ん

、
う

ん
」

と
調

子
を

合
わ

せ
て

く
る

が
、

よ
く

分
か

っ
て

い
な

い
よ

う
に

感
じ

る
こ

と
が

あ
る

。
ま

た
、

言
葉

の
意

味
を

よ
く

分
か

っ
て

い
な

い
よ

う
に

感
じ

る
こ

と
も

あ
る

。
集

中
時

間
が

短
く

、
長

く
話

を
聞

い
て

い
る

と
飽

き
て

そ
わ

そ
わ

し
た

り
、

ぼ
ん

や
り

し
た

り
し

て
し

ま
う

。

・
耳

か
ら

入
っ

て
き

た
情

報
が

記
憶

に
留

ま
り

に
く

い
。

・
注

意
を

保
持

す
る

こ
と

が
難

し
い

。
・

語
彙

が
少

な
か

っ
た

り
、

経
験

が
少

な
か

っ
た

り
す

る
。

児
童

生
徒

の
困

難
さ

       
写

真
や

イ
ラ

ス
ト

を
多

く
取

り
入

れ
、

視
覚

的
に

分
か

り
や

す
い

ス
ラ

イ
ド

に
し

た
こ

と
で

、
言

葉
だ

け
の

説
明

を
聞

く
よ

り
も

行
き

先
や

活
動

内
容

の
イ

メ
ー

ジ
が

も
ち

や
す

い
よ

う
だ

っ
た

。
ス

ラ
イ

ド
が

切
り

替
わ

っ
た

り
、

強
調

し
た

い
情

報
が

ア
ニ

メ
ー

シ
ョ

ン
で

表
示

さ
れ

た
り

し
た

こ
と

も
、

注
意

を
持

続
す

る
上

で
有

効
だ

っ
た

。
映

像
や

文
字

の
提

示
の

仕
方

、
教

職
員

の
話

の
タ

イ
ミ

ン
グ

や
話

す
言

葉
等

を
吟

味
し

た
こ

と
で

、
聞

く
こ

と
に

も
集

中
で

き
た

よ
う

だ
っ

た
。

ス
ラ

イ
ド

を
通

し
て

修
学

旅
行

へ
の

見
通

し
や

期
待

感
を

高
め

た
こ

と
で

、
そ

の
後

の
調

べ
学

習
に

も
意

欲
的

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
修

学
旅

行
に

対
し

て
具

体
的

な
イ

メ
ー

ジ
を

も
っ

た
こ

と
で

、
そ

の
後

、
交

流
学

級
で

修
学

旅
行

の
事

前
学

習
に

参
加

し
た

際
に

も
、

普
段

よ
り

集
中

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 ①

支
援

機
器

や
教

材
・

教
具

等
 

 
Po

w
er

Po
in

t（
M

ic
ro

so
ft

）
 

電
子

黒
板

②
活

用
の

ね
ら

い
 

 
授

業
の

導
入

場
面

で
活

用
す

る
こ

と
で

、
修

 
学

旅
行

に
つ

い
て

具
体

的
に

イ
メ

ー
ジ

し
、

期
 

待
感

が
高

め
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
。

③
授

業
に

お
け

る
支

援
内

容
 

 
修

学
旅

行
の

行
き

先
や

活
動

内
容

を
、

写
真

 
 

や
動

画
の

ス
ラ

イ
ド

資
料

に
ま

と
め

て
説

明
し

 
た

。
先

に
写

真
を

写
し

て
注

目
さ

せ
て

か
ら

 
「

○
○

に
行

き
ま

す
」

と
説

明
し

て
「

○
○

」
 

と
行

き
先

の
文

字
を

写
す

な
ど

、
提

示
の

仕
方

 
を

工
夫

し
た

。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例

ス
ラ

イ
ド

の
画

面
は

シ
ン

プ
ル

に
し

て
、

必
要

な
情

報
を

つ
か

み
や

す
く

し
た

本
人

が
理

解
し

や
す

い
言

葉
で

話
す

よ
う

心
掛

け
た

児
童

生
徒

の
変

容
と

教
職

員
の

新
た

な
配

慮
等

- 
14

 -

・
音

読
が

苦
手

で
、

逐
次

読
み

に
な

っ
た

り
、

文
章

を
読

む
の

に
時

間
が

掛
か

っ
た

り
す

る
。

・
単

語
の

読
み

間
違

い
や

読
み

と
ば

し
が

し
ば

し
ば

見
ら

れ
る

。
・

板
書

の
内

容
が

す
ぐ

に
読

み
取

れ
な

い
。

・
文

字
や

記
号

の
形

を
正

確
に

捉
え

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
ど

こ
ま

で
読

ん
だ

か
覚

え
て

い
な

か
っ

た
り

、
読

ん
だ

内
容

を
理

解
し

て
い

な
か

っ
た

り
す

る
。

文
章

を
読

む

児
童

生
徒

の
様

子
（

例
）

      ・
眼

球
の

動
き

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
音

韻
認

識
の

力
が

弱
い

。
・

複
数

の
文

字
を

、
単

語
や

意
味

の
ま

と
ま

り
と

し
て

捉
え

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
視

覚
認

知
の

力
が

弱
い

。
・

ワ
ー

キ
ン

グ
メ

モ
リ

が
弱

い
。

・
板

書
を

デ
ジ

タ
ル

カ
メ

ラ
や

タ
ブ

レ
ッ

ト
PC

で
撮

影
し

、
手

元
で

拡
大

し
て

確
認

し
た

り
、

後
か

ら
 

振
り

返
り

に
使

っ
た

り
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

・
デ

ジ
タ

ル
教

科
書

や
ア

プ
リ

を
用

い
て

、
教

科
書

の
文

字
の

書
体

や
フ

ォ
ン

ト
を

本
人

が
読

み
や

す
 

い
も

の
に

代
え

た
り

、
振

り
仮

名
表

記
に

し
た

り
、

音
声

読
み

上
げ

機
能

を
活

用
し

た
り

し
た

。
・

黙
読

や
音

読
の

代
わ

り
に

音
声

読
み

上
げ

機
能

を
活

用
し

、
聞

く
こ

と
で

教
科

書
の

内
容

を
理

解
で

 
き

る
よ

う
に

し
た

。
・

授
業

の
ワ

ー
ク

や
プ

リ
ン

ト
を

デ
ー

タ
化

し
て

タ
ブ

レ
ッ

ト
PC

に
映

し
、

機
器

の
音

声
読

み
上

げ
機

 
能

を
活

用
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

      ・
読

む
こ

と
が

難
し

い
児

童
生

徒
の

中
に

は
、

一
見

何
と

か
読

め
て

い
る

よ
う

に
見

え
て

い
る

場
合

で
 

も
、

読
む

こ
と

に
力

を
費

や
す

あ
ま

り
内

容
の

理
解

ま
で

至
っ

て
い

な
い

と
い

う
ケ

ー
ス

が
少

な
か

 
ら

ず
あ

り
ま

す
。

「
何

と
か

読
め

て
い

る
か

ら
支

援
は

必
要

な
い

」
と

考
え

ず
、

手
立

て
を

講
じ

る
 

 
こ

と
で

、
学

習
に

ア
ク

セ
ス

し
や

す
く

な
り

ま
す

。
・

イ
ヤ

ホ
ン

を
使

う
こ

と
で

、
周

囲
を

気
に

せ
ず

音
声

読
み

上
げ

機
能

を
活

用
で

き
ま

す
。

・
見

や
す

さ
や

見
え

に
く

さ
は

人
そ

れ
ぞ

れ
な

の
で

、
教

科
書

の
文

字
の

書
体

や
フ

ォ
ン

ト
な

ど
を

変
 

更
す

る
際

は
、

対
象

と
な

る
児

童
生

徒
に

と
っ

て
見

や
す

い
も

の
を

確
認

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

・
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
活

用
以

外
で

も
、

文
章

を
読

む
際

に
単

語
や

文
節

ご
と

に
丸

や
線

で
区

切
っ

て
み

た
り

、
 

読
む

箇
所

が
分

か
り

や
す

い
よ

う
定

規
や

ス
リ

ッ
ト

を
当

て
て

み
た

り
す

る
こ

と
で

、
読

み
に

く
さ

 
の

改
善

が
期

待
で

き
ま

す
。

困
難

さ
の

背
景

困
難

さ
を

軽
減

・
解

消
す

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

事
例

ポ
イ

ン
ト
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小
学

校
第

５
学

年
 

国
語

児
童

生
徒

の
様

子

 
音

読
が

苦
手

で
、

逐
次

読
み

に
な

っ
た

り
、

文
章

を
読

む
の

に
時

間
が

か
か

っ
た

り
す

る
。

単
語

を
読

み
間

違
え

た
り

、
読

み
飛

ば
し

た
り

す
る

こ
と

が
多

い
。

音
読

し
た

後
に

文
章

の
内

容
を

聞
い

て
も

答
え

ら
れ

な
い

こ
と

が
多

い
。

・ ・
眼

球
の

動
き

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
音

韻
認

識
の

力
が

弱
い

。
・

複
数

の
文

字
を

、
単

語
や

意
味

の
ま

と
ま

り
と

し
て

捉
え

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
視

覚
認

知
の

力
が

弱
い

。
・

ワ
ー

キ
ン

グ
メ

モ
リ

が
弱

い
。

児
童

生
徒

の
困

難
さ

         
音

読
や

黙
読

の
時

間
を

、
デ

イ
ジ

ー
教

科
書

の
読

み
上

げ
機

能
を

使
っ

て
、

音
声

を
聞

い
て

理
解

す
る

時
間

に
変

更
し

た
。

音
声

で
聞

く
こ

と
で

教
科

書
の

内
容

を
理

解
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

た
め

、
授

業
の

内
容

に
つ

い
て

の
理

解
が

深
ま

っ
た

。
予

習
と

し
て

家
庭

で
教

科
書

の
内

容
を

音
声

で
聞

い
て

か
ら

授
業

を
受

け
る

な
ど

、
学

習
全

般
へ

の
意

欲
の

高
ま

り
に

つ
な

が
っ

た
。

ま
た

、
デ

イ
ジ

ー
教

科
書

の
文

字
の

大
き

さ
や

書
体

を
自

分
が

読
み

や
す

い
も

の
に

変
更

し
た

り
、

読
み

上
げ

て
い

る
と

こ
ろ

を
ハ

イ
ラ

イ
ト

表
示

し
た

り
す

る
こ

と
で

、
ゆ

っ
く

り
な

ス
ピ

ー
ド

で
あ

れ
ば

、
家

庭
で

デ
イ

ジ
ー

教
科

書
に

合
わ

せ
て

自
分

で
も

音
読

に
取

り
組

む
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。

 
教

職
員

は
、

音
読

以
外

の
場

面
で

も
本

人
が

困
難

を
抱

え
て

い
る

こ
と

を
考

慮
し

、
板

書
の

際
に

言
葉

で
補

っ
た

り
、

板
書

の
内

容
を

見
や

す
い

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
ま

と
め

て
渡

し
た

り
す

る
よ

う
に

し
た

。

①
支

援
機

器
や

教
材

・
教

具
等

 
 

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
デ

イ
ジ

ー
教

科
書

 
((

公
財

)日
本

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

 
協

会
) 

 
マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

デ
イ

ジ
ー

 再
生

ア
プ

リ
 

い
ー

リ
ー

ダ
ー

（
PL

EX
TA

LK
）

 
タ

ブ
レ

ッ
ト

PC
 

イ
ヤ

ホ
ン

②
活

用
の

ね
ら

い
 

 
教

科
書

を
読

む
場

面
で

使
用

す
る

。
③

授
業

に
お

け
る

支
援

内
容

 
 

授
業

中
ま

た
は

家
庭

で
の

予
習

・
復

習
な

ど
 

の
際

に
必

要
に

応
じ

て
音

声
読

み
上

げ
機

能
を

 
活

用
す

る
。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例
教

室
で

、
授

業
中

に
使

う
際

に
は

イ
ヤ

ホ
ン

を
接

続
し

、
周

囲
に

音
が

漏
れ

な
い

よ
う

に
し

た

耳
で

聞
い

て
教

科
書

の
内

容
が

分
か

る
の

で
、

授
業

中
、

教
科

書
の

内
容

に
つ

い
て

質
問

さ
れ

て
も

答
え

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た

児
童

生
徒

の
変

容
と

教
職

員
の

新
た

な
配

慮
等

- 
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・
自

分
の

考
え

や
気

持
ち

を
ま

と
め

て
話

す
こ

と
が

難
し

い
。

・
出

来
事

や
感

想
を

ま
と

め
て

、
作

文
を

書
く

こ
と

が
難

し
い

。
・

伝
え

た
い

内
容

を
言

葉
に

す
る

こ
と

が
難

し
い

。
・

考
え

を
ま

と
め

ず
に

思
い

つ
く

ま
ま

話
し

て
し

ま
う

。

自
分

の
考

え
を

ま
と

め
る

児
童

生
徒

の
様

子
（

例
）

      ・
自

分
の

考
え

や
気

持
ち

を
言

葉
に

置
き

換
え

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
語

の
想

起
が

ス
ム

ー
ズ

で
な

か
っ

た
り

、
語

彙
が

少
な

か
っ

た
り

す
る

。
・

出
来

事
や

体
験

し
た

こ
と

を
思

い
出

す
こ

と
が

難
し

い
。

・
他

者
の

視
点

に
立

っ
て

話
を

整
理

す
る

こ
と

が
難

し
い

。
・

衝
動

性
が

強
い

。

・
発

表
の

前
に

、
Si

m
pl

eM
in

d（
マ

イ
ン

ド
マ

ッ
ピ

ン
グ

）
を

使
っ

て
話

の
内

容
を

整
理

す
る

よ
う

に
 

し
た

。
そ

れ
を

土
台

に
し

、
話

す
内

容
を

構
成

し
た

。
・

５
W

１
H

の
例

文
の

枠
を

タ
ブ

レ
ッ

ト
Ｐ

Ｃ
で

提
示

し
、

例
文

の
枠

の
中

に
直

接
書

き
込

む
こ

と
で

、
 

文
章

に
ま

と
め

ら
れ

る
よ

う
に

し
た

。
・

考
え

を
ま

と
め

る
場

面
で

タ
ブ

レ
ッ

ト
Ｐ

Ｃ
の

付
箋

機
能

を
活

用
し

た
。

画
面

を
共

有
す

る
こ

と
で

、
 

他
の

人
の

考
え

や
ま

と
め

方
を

参
考

と
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

・
校

外
学

習
や

行
事

等
の

作
文

を
書

く
際

に
、

１
人

１
台

端
末

か
ら

対
象

と
な

る
活

動
の

写
真

を
見

る
 

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
し

、
出

来
事

や
体

験
し

た
こ

と
を

思
い

出
し

や
す

い
よ

う
に

し
た

。

      ・
自

分
の

考
え

や
気

持
ち

を
言

葉
や

文
字

に
置

き
換

え
て

ま
と

め
る

た
め

に
は

、
自

分
の

考
え

や
気

持
 

ち
を

表
現

す
る

言
葉

を
覚

え
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

思
考

整
理

に
活

用
で

き
る

ア
プ

リ
や

ツ
ー

 
ル

は
い

ろ
い

ろ
あ

り
ま

す
が

、
 そ

れ
を

用
い

る
だ

け
で

自
分

の
考

え
を

ま
と

め
、

表
現

す
る

力
が

育
 

つ
と

い
う

わ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

思
考

整
理

ツ
ー

ル
を

用
い

る
に

当
た

っ
て

も
、

初
め

は
児

童
生

 
徒

が
自

分
の

考
え

や
気

持
ち

を
ま

と
め

る
過

程
に

寄
り

添
い

、
具

体
的

に
支

援
す

る
こ

と
が

求
め

ら
 

れ
ま

す
。

・
発

表
や

作
文

の
ひ

な
型

を
作

っ
て

活
用

し
た

り
、

穴
埋

め
形

式
の

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
キ

ー
ワ

ー
ド

を
 

書
き

込
む

こ
と

で
発

表
内

容
を

ま
と

め
ら

れ
る

よ
う

に
し

た
り

す
る

な
ど

、
取

組
の

ハ
ー

ド
ル

を
下

 
げ

る
支

援
も

有
効

で
す

。
自

分
の

考
え

や
気

持
ち

を
ま

と
め

て
人

に
伝

え
る

力
は

、
生

涯
に

渡
っ

て
 

必
要

な
力

で
も

あ
り

ま
す

。
児

童
生

徒
の

困
難

に
気

付
い

た
タ

イ
ミ

ン
グ

で
支

援
を

講
じ

、
有

効
な

 
手

立
て

や
変

化
の

様
子

を
次

年
度

に
引

き
継

い
で

い
く

こ
と

が
大

切
で

す
。

困
難

さ
の

背
景

困
難

さ
を

軽
減

・
解

消
す

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

事
例

ポ
イ

ン
ト
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中
学

校
第

１
学

年
（

特
別

支
援

学
級

）
 

国
語

児
童

生
徒

の
様

子

 
出

来
事

や
感

想
を

ま
と

め
、

相
手

に
伝

わ
る

よ
う

に
話

す
こ

と
が

難
し

い
。

本
人

も
発

表
に

対
し

て
苦

手
意

識
を

も
っ

て
お

り
、

緊
張

し
て

し
ま

う
。

感
想

は
、

「
楽

し
か

っ
た

」
「

頑
張

っ
た

」
な

ど
の

ワ
ン

パ
タ

ー
ン

な
表

現
に

な
っ

て
し

ま
う

。

・
自

分
の

考
え

や
気

持
ち

を
言

葉
に

置
き

換
え

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
語

の
想

起
が

ス
ム

ー
ズ

で
な

か
っ

た
り

、
語

彙
が

少
な

か
っ

た
り

す
る

。
・

出
来

事
や

体
験

し
た

こ
と

を
思

い
出

す
こ

と
が

難
し

い
。

児
童

生
徒

の
困

難
さ

       
「

特
に

何
を

頑
張

っ
た

の
か

な
」

「
そ

の
と

き
の

気
持

ち
は

、
〇

〇
か

な
、

そ
れ

と
も

△
△

か
な

」
 

「
点

数
で

言
っ

た
ら

何
点

く
ら

い
か

な
」

な
ど

、
付

箋
の

内
容

に
対

し
て

質
問

し
、

や
り

と
り

す
る

こ
と

で
、

自
分

の
考

え
や

気
持

ち
を

表
す

言
葉

を
引

き
出

す
こ

と
が

で
き

た
。

自
分

か
ら

言
葉

が
出

て
こ

な
い

と
き

に
は

、
教

職
員

が
い

く
つ

か
の

言
葉

を
提

示
す

る
こ

と
で

、
自

分
の

気
持

ち
に

沿
っ

た
言

葉
を

選
ぶ

こ
と

が
で

き
た

。
発

表
の

ひ
な

型
と

付
箋

を
使

っ
て

発
表

の
内

容
を

整
理

す
る

こ
と

で
、

自
分

の
考

え
を

ま
と

め
、

発
表

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
映

像
で

行
事

を
振

り
返

る
際

に
、

本
人

の
活

躍
場

面
を

取
り

上
げ

て
具

体
的

な
言

葉
で

称
揚

す
る

よ
う

に
し

た
こ

と
も

、
「

こ
の

こ
と

を
発

表
し

た
い

」
と

い
う

気
持

ち
を

も
っ

た
り

、
そ

の
と

き
の

自
分

の
考

え
を

振
り

返
っ

た
り

す
る

上
で

有
効

で
あ

っ
た

。

①
支

援
機

器
や

教
材

・
教

具
等

 
 

電
子

黒
板

 
タ

ブ
レ

ッ
ト

PC
（

（
（

）
②

活
用

の
ね

ら
い

 
 

授
業

の
導

入
で

行
事

の
映

像
を

見
る

時
間

を
 

設
け

る
こ

と
で

、
行

事
を

視
覚

的
に

振
り

返
る

。
 

 
発

表
す

る
内

容
を

考
え

る
場

面
で

、
タ

ブ
レ

ッ
 

ト
PC

の
付

箋
機

能
を

使
っ

て
考

え
を

整
理

す
る

。
③

授
業

に
お

け
る

支
援

内
容

 
 

行
事

の
様

子
や

生
徒

の
取

組
等

を
分

か
り

や
 

す
く

コ
ン

パ
ク

ト
に

ま
と

め
た

映
像

を
用

い
、

 
視

覚
的

に
振

り
返

っ
た

。
 

 
発

表
の

ひ
な

型
に

沿
っ

て
発

表
す

る
内

容
を

 
考

え
さ

せ
、

付
箋

に
記

入
さ

せ
た

。
付

箋
の

内
 

容
に

対
し

て
教

員
が

質
問

す
る

こ
と

で
、

発
表

 
の

内
容

を
深

め
ら

れ
る

よ
う

に
し

た
。

 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例

カ
ー

ド
を

手
渡

す
係

を
が

ん
ば

っ
た

相
手

の
顔

を
見

て
笑

顔
で

手
渡

し
た

緊
張

し
た

け
ど

、
ち

ゃ
ん

と
で

き
た

お
礼

を
言

わ
れ

て
う

れ
し

か
っ

た

児
童

生
徒

の
変

容
と

教
職

員
の

新
た

な
配

慮
等
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・
ぼ

ん
や

り
し

て
、

話
を

最
後

ま
で

聞
い

て
い

な
い

こ
と

が
多

い
。

・
気

が
散

り
や

す
く

、
別

の
こ

と
を

考
え

て
い

た
り

、
や

っ
て

い
た

り
す

る
こ

と
が

多
い

。
・

好
き

な
こ

と
に

は
集

中
す

る
が

、
場

面
の

切
り

替
え

が
難

し
い

。

集
中

す
る

児
童

生
徒

の
様

子
（

例
）

      ・
別

の
こ

と
に

次
々

と
注

意
が

移
っ

て
い

っ
て

し
ま

い
、

注
意

を
保

持
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
集

中
で

き
る

時
間

が
短

い
。

・
自

分
の

気
持

ち
や

行
動

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
時

間
経

過
の

イ
メ

ー
ジ

が
捉

え
づ

ら
い

。

・
授

業
の

進
行

に
合

わ
せ

た
ス

ラ
イ

ド
を

Po
w

er
Po

in
t（

M
ic

ro
so

ft）
で

作
成

し
、

電
子

黒
板

で
提

示
 

す
る

こ
と

で
、

言
葉

だ
け

・
文

章
だ

け
に

集
中

さ
せ

る
時

間
か

ら
の

切
り

替
え

を
図

る
よ

う
に

し
た

。
・

電
子

黒
板

を
使

い
、

注
目

さ
せ

た
い

対
象

が
分

か
り

や
す

い
よ

う
写

真
や

映
像

で
提

示
し

た
り

、
 

キ
ー

ワ
ー

ド
で

提
示

し
た

り
し

た
。

・
一

人
で

考
え

た
り

調
べ

た
り

し
て

い
た

活
動

を
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
Ｐ

Ｃ
を

活
用

し
て

問
題

を
共

有
し

た
 

り
調

べ
た

り
す

る
活

動
に

替
え

た
。

・
ア

プ
リ

の
タ

イ
マ

ー
を

使
い

、
活

動
の

切
り

替
え

の
タ

イ
ミ

ン
グ

が
具

体
的

に
分

か
る

よ
う

に
し

た
。

・
ア

プ
リ

で
問

題
を

解
く

宿
題

を
認

め
、

集
中

で
き

る
時

間
内

で
取

り
組

ま
せ

た
。

      ・
Po

w
er

Po
in

t (
M

ic
ro

so
ft

)等
に

よ
る

ス
ラ

イ
ド

は
、

提
示

す
る

内
容

を
精

選
し

た
り

、
提

示
の

仕
 

方
を

工
夫

し
た

り
す

る
こ

と
で

、
注

目
す

る
べ

き
対

象
が

分
か

り
や

す
く

示
さ

れ
、

注
目

を
高

め
る

 
効

果
が

期
待

で
き

ま
す

。
ま

た
、

１
人

１
台

端
末

を
活

用
し

た
学

習
も

、
資

料
を

見
た

り
、

双
方

向
 

的
に

や
り

取
り

し
た

り
す

る
な

ど
様

々
な

活
動

を
設

定
で

き
る

た
め

、
注

目
さ

せ
た

り
、

集
中

さ
せ

 
た

り
す

る
上

で
有

効
で

す
。

し
か

し
、

い
ず

れ
の

場
合

で
あ

っ
て

も
、

「
見

る
だ

け
」

「
聞

く
だ

 
け

」
な

ど
の

時
間

が
長

時
間

続
く

場
合

は
、

集
中

の
持

続
が

難
し

く
な

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

ま
す

。
 

児
童

生
徒

の
集

中
の

持
続

時
間

の
程

度
を

把
握

し
、

そ
れ

に
合

わ
せ

て
活

動
の

切
り

替
わ

り
を

設
定

 
し

た
上

で
、

効
果

的
に

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
を

活
用

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

・
授

業
の

流
れ

や
活

動
時

間
を

先
に

提
示

し
た

り
、

終
わ

り
の

タ
イ

ミ
ン

グ
を

予
告

し
た

り
し

て
、

活
 

動
に

見
通

し
を

も
た

せ
る

こ
と

も
有

効
で

す
。

ま
た

、
児

童
生

徒
の

集
中

の
持

続
時

間
を

意
識

し
て

 
授

業
の

中
に

効
果

的
な

動
き

を
取

り
入

れ
た

り
す

る
な

ど
、

集
中

が
持

続
し

や
す

い
状

況
づ

く
り

を
 

心
掛

け
ま

し
ょ

う
。

困
難

さ
の

背
景

困
難

さ
を

軽
減

・
解

消
す

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

事
例

ポ
イ

ン
ト

- 
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中
学

校
第

１
学

年
 

理
科

 

児
童

生
徒

の
様

子

 
授

業
中

、
一

見
聞

い
て

い
る

よ
う

に
見

え
る

と
き

で
も

、
後

か
ら

確
認

す
る

と
話

を
き

ち
ん

と
聞

い
て

い
な

い
こ

と
が

多
い

。
集

中
時

間
が

短
く

、
長

く
話

を
聞

い
て

い
る

と
飽

き
て

そ
わ

そ
わ

し
た

り
、

ぼ
ん

や
り

し
た

り
し

て
し

ま
う

。

・
別

の
こ

と
に

次
々

と
注

意
が

移
っ

て
い

っ
て

し
ま

い
、

注
意

を
保

持
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
集

中
で

き
る

時
間

が
短

い
。

・
自

分
の

気
持

ち
や

行
動

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

児
童

生
徒

の
困

難
さ

       
個

に
応

じ
た

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

活
用

で
は

な
か

っ
た

が
、

10
～

15
分

程
度

と
い

う
本

人
の

集
中

時
間

を
考

慮
し

て
観

察
や

意
見

交
換

の
時

間
を

設
定

し
た

と
こ

ろ
、

ぼ
ん

や
り

せ
ず

に
授

業
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
授

業
の

導
入

場
面

で
電

子
黒

板
を

使
っ

て
授

業
の

め
あ

て
や

活
動

内
容

に
つ

い
て

示
す

と
、

授
業

に
対

し
て

見
通

し
を

も
ち

、
活

動
の

切
り

替
わ

り
な

ど
も

ス
ム

ー
ズ

だ
っ

た
。

活
動

の
切

り
替

わ
り

の
場

面
で

は
、

教
員

に
注

目
さ

せ
て

か
ら

話
を

す
る

よ
う

に
し

た
り

、
電

子
黒

板
に

注
目

さ
せ

て
か

ら
映

像
を

見
せ

る
よ

う
に

し
た

り
す

る
と

、
集

中
し

や
す

い
よ

う
だ

っ
た

。
 

学
年

部
の

情
報

交
換

の
際

に
、

こ
の

よ
う

な
情

報
を

提
供

し
、

他
の

教
科

で
も

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

活
用

の
際

に
そ

れ
と

な
く

配
慮

し
て

も
ら

う
よ

う
に

し
た

。

①
支

援
機

器
や

教
材

・
教

具
等

 
 

タ
ブ

レ
ッ

ト
PC

 
カ

メ
ラ

機
能

 
 

 
（

（
）

 
電

子
黒

板
②

活
用

の
ね

ら
い

 
 

カ
メ

ラ
機

能
を

使
っ

て
撮

影
し

た
植

物
の

写
 

真
を

観
察

し
、

特
徴

を
捉

え
る

。
 

 
電

子
黒

板
を

使
い

、
気

付
い

た
特

徴
を

共
有

 
す

る
。

③
授

業
に

お
け

る
支

援
内

容
 

 
教

科
に

お
け

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

の
際

に
、

活
用

 
の

タ
イ

ミ
ン

グ
や

時
間

の
長

さ
、

場
面

の
切

り
 

替
え

な
ど

に
つ

い
て

、
集

中
が

難
し

い
生

徒
の

 
実

態
を

踏
ま

え
て

検
討

し
た

。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例
機

器
を

操
作

す
る

活
動

話
し

合
い

活
動

見
る

・
聞

く
活

動

児
童

生
徒

の
変

容
と

教
職

員
の

新
た

な
配

慮
等
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高
等

学
校

第
１

学
年

 
体

育
 

児
童

生
徒

の
様

子
 

指
示

の
理

解
や

活
動

の
流

れ
を

把
握

す
る

こ
と

が
苦

手
で

、
自

分
勝

手
な

行
動

を
と

っ
て

し
ま

う
。

集
中

で
き

る
時

間
も

短
い

た
め

、
周

囲
の

生
徒

と
一

緒
に

活
動

す
る

こ
と

が
難

し
い

。

・
一

斉
指

示
を

聞
く

だ
け

で
は

理
解

が
難

し
い

。
・

身
に

付
け

た
い

運
動

技
能

を
イ

メ
ー

ジ
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
・

集
中

で
き

る
時

間
が

短
い

。

児
童

生
徒

の
困

難
さ

       
本

時
の

流
れ

と
活

動
時

間
を

全
体

で
共

有
し

、
デ

ジ
タ

ル
タ

イ
マ

ー
で

活
動

の
切

り
替

え
を

指
示

す
る

こ
と

に
よ

り
見

通
し

を
も

っ
て

行
動

す
る

こ
と

が
で

き
て

い
た

。
見

通
し

を
も

て
た

こ
と

で
指

示
と

は
違

う
動

き
が

減
少

し
、

活
動

ご
と

の
気

持
ち

の
切

り
替

え
も

ス
ム

ー
ズ

に
行

え
る

よ
う

に
な

っ
た

。
 

教
職

員
の

説
明

に
耳

を
傾

け
る

こ
と

が
難

し
か

っ
た

生
徒

が
、

見
本

と
な

る
映

像
を

視
聴

し
、

身
に

付
け

た
い

動
き

を
イ

メ
ー

ジ
す

る
こ

と
で

、
体

の
動

か
し

方
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
運

動
実

践
の

場
面

で
は

イ
メ

ー
ジ

し
た

動
き

を
試

行
錯

誤
し

な
が

ら
体

で
表

現
す

る
生

徒
の

姿
が

あ
っ

た
。

 
ま

た
、

自
身

の
運

動
の

様
子

を
視

聴
す

る
こ

と
で

、
見

本
と

な
る

動
き

と
の

違
い

に
気

付
く

こ
と

が
で

き
、

課
題

を
明

確
に

す
る

こ
と

が
で

き
て

い
た

。
体

育
の

授
業

を
行

う
環

境
下

で
は

教
職

員
の

声
が

届
き

に
く

い
こ

と
が

あ
る

た
め

、
集

中
力

が
途

切
れ

て
し

ま
う

傾
向

が
あ

る
生

徒
に

は
、

視
覚

か
ら

の
情

報
や

指
示

は
効

果
的

で
あ

っ
た

。

①
支

援
機

器
や

教
材

・
教

具
等

 
 

タ
ブ

レ
ッ

ト
PC

・
ノ

ー
ト

PC
・

カ
メ

ラ
機

能
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
・

電
子

黒
板

②
活

用
の

ね
ら

い
 

 
授

業
の

始
め

か
ら

終
わ

り
ま

で
の

流
れ

を
示

す
 

こ
と

で
、

見
通

し
を

も
っ

て
取

り
組

め
る

よ
う

に
 

し
、

集
中

力
を

維
持

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

 
運

動
技

能
を

習
得

す
る

た
め

の
ポ

イ
ン

ト
に

な
 

る
情

報
を

視
覚

的
に

捉
え

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

。
③

授
業

に
お

け
る

支
援

内
容

 
 

本
時

の
流

れ
に

沿
っ

て
、

デ
ジ

タ
ル

タ
イ

マ
ー

 
 

を
利

用
し

、
活

動
に

見
通

し
を

も
っ

て
取

り
組

ま
 

せ
た

。
身

に
付

け
た

い
運

動
技

能
を

視
覚

的
に

捉
 

え
、

技
能

習
得

に
向

け
て

イ
メ

ー
ジ

を
高

め
ら

れ
 

る
よ

う
に

し
た

。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例

児
童

生
徒

の
変

容
と

教
職

員
の

新
た

な
配

慮
等

本
時

の
流

れ
 

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

（
ロ

ン
グ

サ
ー

ビ
ス

）

・
本

時
の

説
明

、
準

備
運

動
（

5分
）

・
基

本
練

習
（

10
分

）
・

ｲﾒ
ｰｼ

ﾞﾄ
ﾚｰ

ﾆﾝ
ｸﾞ

(動
画

視
聴

）
（

5分
）

・
技

能
実

践
（

10
分

）
（

撮
影

）
・

振
り

返
り

（
5分

）
（

撮
影

動
画

視
聴

）
・

技
能

実
践

（
10

分
）

・
本

時
の

ま
と

め
（

5分
）

本
時

の
流

れ
を

電
子

黒
板

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

で
共

有
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・
日

本
語

で
の

日
常

会
話

が
十

分
に

で
き

な
い

。
・

日
本

語
で

の
日

常
会

話
は

あ
る

程
度

で
き

て
い

て
も

、
授

業
で

用
い

ら
れ

る
言

葉
の

意
味

を
調

べ
た

り
確

認
し

た
り

す
る

こ
と

に
時

間
が

掛
か

り
、

授
業

の
ね

ら
い

に
迫

る
こ

と
が

難
し

い
。

日
本

語
で

行
う

授
業

に
参

加
す

る
（

母
国

語
が

日
本

語
で

は
な

い
児

童
生

徒
へ

の
指

導
）

児
童

生
徒

の
様

子
（

例
）

      ・
日

本
語

に
よ

る
日

常
会

話
が

難
し

い
。

・
日

常
会

話
は

あ
る

程
度

で
き

て
い

て
も

、
授

業
で

用
い

ら
れ

る
言

葉
を

聞
き

取
っ

た
り

、
資

料
や

板
書

に
用

い
ら

れ
て

い
る

文
字

を
読

み
取

っ
た

り
し

て
、

意
味

を
理

解
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
発

言
の

機
会

が
あ

っ
て

も
、

自
信

を
も

っ
て

発
言

す
る

こ
と

が
難

し
い

。

・
翻

訳
機

能
を

用
い

て
、

教
職

員
及

び
友

達
の

発
言

や
、

板
書

等
の

文
字

を
、

児
童

生
徒

が
理

解
で

き
る

言
語

に
翻

訳
す

る
。

・
翻

訳
機

能
を

用
い

て
、

児
童

生
徒

が
理

解
で

き
る

言
語

に
翻

訳
し

た
補

助
的

な
資

料
を

作
成

し
配

付
す

る
。

・
英

語
科

な
ど

、
生

徒
が

理
解

で
き

る
言

語
を

扱
う

授
業

で
も

翻
訳

機
能

を
使

用
し

、
日

本
語

の
学

習
の

機
会

と
す

る
。

      ・
児

童
生

徒
の

日
本

語
の

能
力

等
の

実
態

を
複

数
の

教
職

員
で

把
握

し
、

必
要

な
支

援
を

検
討

し
ま

す
。

そ
れ

を
基

に
、

各
教

科
等

や
日

本
語

の
指

導
の

目
標

を
明

確
に

し
、

き
め

細
か

な
指

導
を

行
い

ま
す

。
・

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

使
用

に
つ

い
て

は
、

児
童

生
徒

本
人

と
教

職
員

と
が

相
談

し
な

が
ら

、
使

用
す

る
ア

プ
リ

や
使

い
方

等
を

調
整

し
て

い
く

こ
と

が
大

切
で

す
。

・
日

本
語

の
支

援
が

必
要

な
場

面
は

、
一

部
の

教
科

に
と

ど
ま

り
ま

せ
ん

。
児

童
生

徒
に

必
要

な
支

援
を

、
そ

れ
ぞ

れ
の

授
業

の
担

当
者

で
共

有
し

な
が

ら
、

組
織

的
・

計
画

的
に

実
施

し
て

い
き

ま
す

。
・

周
囲

の
児

童
生

徒
に

対
し

て
は

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
使

用
等

に
よ

る
個

別
の

配
慮

に
対

す
る

理
解

を
促

す
と

と
も

に
、

母
国

語
が

日
本

語
で

は
な

い
児

童
生

徒
か

ら
外

国
の

文
化

を
学

ぶ
な

ど
、

多
様

性
を

尊
重

す
る

態
度

を
育

ん
で

い
き

ま
す

。

※
小

中
学

校
等

は
平

成
26

年
度

か
ら

、
高

等
学

校
は

令
和

５
年

度
か

ら
、

児
童

生
徒

の
日

本
語

の
能

力
に

応
じ

て
特

別
の

教
育

課
程

を
編

成
し

、
在

籍
学

級
以

外
の

教
室

で
個

別
の

指
導

を
行

う
こ

と
が

可
能

に
な

っ
て

い
ま

す
。

困
難

さ
の

背
景

困
難

さ
を

軽
減

・
解

消
す

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

事
例

ポ
イ

ン
ト

- 
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高
等

学
校

第
１

学
年

 
各

教
科

 

児
童

生
徒

の
様

子

 
母

国
語

が
日

本
語

で
は

な
い

が
、

日
常

会
話

程
度

の
日

本
語

の
や

り
取

り
は

可
能

で
あ

る
。

学
習

に
お

い
て

は
用

語
の

意
味

を
調

べ
た

り
、

内
容

を
理

解
し

た
り

す
る

こ
と

に
努

め
て

い
る

が
、

次
第

に
遅

れ
が

目
立

つ
よ

う
に

な
り

、
英

語
以

外
の

教
科

で
は

学
習

成
績

が
低

下
し

て
い

る
。

・
英

語
以

外
の

授
業

で
は

専
門

的
な

用
語

（
例

え
ば

数
学

の
２

次
方

程
式

等
）

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
 

き
ず

、
授

業
に

つ
い

て
い

け
な

く
な

る
こ

と
が

多
い

。
・

特
に

板
書

さ
れ

た
内

容
を

理
解

す
る

こ
と

が
難

し
い

。
・

文
字

の
理

解
に

困
難

が
あ

る
た

め
、

そ
の

解
読

に
時

間
を

と
ら

れ
、

本
題

ま
で

た
ど

り
つ

か
な

い
。

児
童

生
徒

の
困

難
さ

         
翻

訳
機

能
を

利
用

す
る

こ
と

に
よ

り
専

門
的

な
用

語
の

理
解

に
つ

な
が

り
、

問
題

文
を

読
み

解
く

時
間

は
短

縮
さ

れ
た

。
し

か
し

、
そ

の
成

果
が

学
習

成
績

の
向

上
に

つ
な

が
る

ま
で

に
は

ま
だ

課
題

が
あ

る
。

国
語

科
で

は
、

翻
訳

機
能

を
利

用
す

る
ほ

か
に

、
英

訳
し

た
資

料
を

紙
媒

体
で

配
付

す
る

な
ど

し
て

支
援

し
て

い
る

。
 

ま
た

、
考

査
時

に
は

用
語

の
英

訳
を

つ
け

る
な

ど
の

配
慮

事
項

を
設

け
、

柔
軟

に
対

応
で

き
る

よ
う

に
、

教
職

員
同

士
で

共
通

理
解

を
図

っ
て

い
る

。
今

後
も

、
生

徒
の

実
態

を
細

や
か

に
把

握
し

、
状

況
に

応
じ

た
支

援
策

を
教

職
員

間
で

検
討

・
共

有
し

な
が

ら
、

生
徒

に
必

要
な

支
援

を
実

施
し

て
い

く
。

①
支

援
機

器
や

教
材

・
教

具
等

 
 

タ
ブ

レ
ッ

ト
PC

・
カ

メ
ラ

機
能

 
D

ee
pL

翻
訳

 
G

oo
gl

e翻
訳

 
 

 
Ch

at
G

PT

②
活

用
の

ね
ら

い
 

 
翻

訳
機

能
を

利
用

し
、

教
職

員
の

発
言

や
板

 
書

の
内

容
の

理
解

を
促

進
す

る
。

③
授

業
に

お
け

る
支

援
内

容
 

 
英

語
以

外
の

授
業

や
そ

の
ほ

か
の

活
動

の
際

 
に

翻
訳

機
能

を
利

用
し

、
英

訳
さ

れ
た

言
葉

の
 

意
味

を
確

認
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
で

、
授

 
業

内
容

を
理

解
す

る
た

め
の

一
助

と
し

た
。

 
 

英
語

の
授

業
に

お
い

て
も

翻
訳

機
能

を
利

用
 

し
、

翻
訳

さ
れ

た
内

容
を

確
認

し
な

が
ら

日
本

 
語

学
習

を
行

え
る

よ
う

に
し

た
。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例

児
童

生
徒

の
変

容
と

教
職

員
の

新
た

な
配

慮
等

D
ee

pL
で

翻
訳

し
た

画
面

授
業

の
中

で
理

解
で

き
な

い
言

葉
を

打
ち

込
む

※
「

生
物

基
礎

」
の

授
業

の
例

 
 

酵
素

 
 

免
疫

翻
訳

さ
れ

た
英

語
を

も
と

に
言

葉
の

意
味

を
確

認
す

る

- 
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・
病

気
に

伴
う

様
々

な
不

安
を

感
じ

て
い

る
。

 
例

）
自

分
の

病
気

は
、

こ
の

後
ど

う
な

っ
て

い
く

の
か

。
 

 
 

入
院

で
学

習
が

遅
れ

る
と

、
進

級
や

卒
業

に
必

要
な

単
位

が
取

得
で

き
な

い
の

で
は

な
い

か
。

 
 

 
学

校
の

行
事

に
参

加
で

き
ず

、
こ

の
ま

ま
学

校
か

ら
切

り
離

さ
れ

て
し

ま
う

の
で

は
な

い
か

。
 

 
 

友
達

と
の

関
係

が
変

わ
っ

た
り

、
忘

れ
ら

れ
た

り
す

る
の

で
は

な
い

か
。

 
 

 
学

校
に

戻
っ

た
と

き
、

こ
れ

ま
で

と
同

じ
よ

う
に

馴
染

め
る

か
。

入
院

中
に

在
籍

校
の

授
業

に
オ

ン
ラ

イ
ン

で
参

加
す

る
（

高
等

学
校

）

児
童

生
徒

の
様

子
（

例
）

      ・
病

気
に

よ
っ

て
状

況
が

変
化

し
、

生
徒

本
人

も
保

護
者

も
、

今
後

の
こ

と
を

考
え

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
本

人
、

保
護

者
、

学
校

と
も

、
学

業
や

友
達

と
の

つ
な

が
り

を
継

続
す

る
可

能
性

を
探

る
よ

り
、

治
療

に
専

念
す

る
こ

と
が

優
先

と
捉

え
が

ち
で

あ
る

。
・

病
気

療
養

中
の

生
徒

に
対

し
て

ど
の

よ
う

な
対

応
が

可
能

か
、

教
職

員
の

理
解

が
不

足
し

て
い

る
。

【
遠

隔
教

育
の

実
施

】
・

メ
デ

ィ
ア

を
利

用
し

て
行

う
授

業
（

同
時

双
方

向
型

）
の

実
施

（
必

要
性

の
あ

る
全

て
の

高
等

学
校

及
び

特
別

支
援

学
校

高
等

部
で

実
施

で
き

ま
す

。
）

→
Ku

bi
、

O
riH

im
e、

Te
le

pi
i等

の
機

器
を

教
室

に
置

く
と

、
病

室
か

ら
生

徒
が

操
作

し
て

、
教

室
内

の
見

た
い

方
向

を
見

ら
れ

ま
す

（
「

病
弱

教
育

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

き
ら

り
☆

 」
で

貸
出

可
能

な
機

器
が

あ
り

ま
す

。
）

・
オ

ン
デ

マ
ン

ド
配

信
に

よ
る

教
育

の
実

施
（

同
時

双
方

向
型

の
授

業
が

原
則

で
す

が
、

病
状

や
治

療
の

状
況

、
医

師
等

の
意

見
等

か
ら

、
配

信
側

の
授

業
時

間
に

合
わ

せ
て

受
信

す
る

こ
と

が
難

し
い

と
学

校
に

お
い

て
判

断
し

た
場

合
、

本
人

・
保

護
者

の
意

向
を

踏
ま

え
て

実
施

で
き

ま
す

。
）

 
◎

入
院

中
の

学
習

保
障

や
友

達
関

係
の

継
続

は
、

治
療

へ
の

動
機

付
け

や
 

不
安

の
軽

減
に

つ
な

が
り

ま
す

。

・
入

院
中

に
学

習
等

を
継

続
で

き
る

か
医

師
に

確
認

し
ま

す
。

許
可

が
出

た
ら

、
本

人
、

保
護

者
、

学
校

、
医

療
関

係
者

が
連

携
し

て
進

め
ま

す
。

・
学

校
は

、
本

人
や

保
護

者
の

意
向

を
踏

ま
え

て
、

ど
の

よ
う

に
遠

隔
教

育
を

実
施

す
る

か
検

討
し

ま
す

。
必

要
に

応
じ

て
、

教
育

セ
ン

タ
ー

や
地

域
の

特
別

支
援

学
校

に
相

談
し

ま
す

※
。

・
必

要
な

機
器

と
通

信
環

境
を

、
発

信
側

と
受

信
側

の
双

方
に

整
え

ま
す

。
病

院
の

無
線

Ｌ
Ａ

Ｎ
等

を
使

用
す

る
場

合
は

、
病

院
側

の
通

信
環

境
に

マ
イ

ナ
ス

の
影

響
が

な
い

よ
う

に
し

ま
す

。
・

同
時

双
方

向
型

の
授

業
を

行
う

場
合

、
治

療
の

影
響

に
よ

る
容

姿
の

変
化

か
ら

、
本

人
が

顔
を

映
す

こ
と

に
抵

抗
を

示
す

場
合

が
あ

り
ま

す
。

ア
バ

タ
ー

を
登

場
さ

せ
る

な
ど

、
本

人
の

意
思

を
尊

重
し

ま
す

。

※
秋

田
県

で
は

「
病

弱
教

育
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
き

ら
り

☆
 （

県
立

秋
田

き
ら

り
支

援
 

学
校

内
）

」
で

相
談

支
援

や
機

器
の

貸
出

を
行

っ
て

い
ま

す
。

詳
細

は
こ

ち
ら

→
→

困
難

さ
の

背
景

困
難

さ
を

軽
減

・
解

消
す

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

事
例

ポ
イ

ン
ト
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高
等

学
校

第
１

学
年

児
童

生
徒

の
様

子

 
小

学
校

の
時

に
病

気
を

発
症

し
た

。
小

・
中

学
校

時
に

入
院

と
手

術
を

経
験

し
て

い
る

。
高

等
学

校
に

入
学

し
て

か
ら

検
査

を
行

い
、

手
術

と
約

３
か

月
の

入
院

が
必

要
と

医
師

か
ら

言
わ

れ
た

。
 

中
学

校
時

に
入

院
し

た
際

は
学

習
の

支
援

が
得

ら
れ

な
か

っ
た

た
め

、
今

回
も

同
様

で
あ

れ
ば

留
年

も
仕

方
が

な
い

と
考

え
て

い
る

。
ま

た
、

中
学

校
時

に
は

、
退

院
し

て
学

校
に

戻
っ

た
際

、
友

達
と

の
関

係
が

ギ
ク

シ
ャ

ク
し

た
経

験
が

あ
り

、
今

回
も

入
院

を
機

に
、

友
達

と
の

関
係

が
途

切
れ

て
し

ま
う

の
で

は
な

い
か

と
不

安
を

感
じ

て
い

る
。

      ・
過

去
の

経
験

か
ら

、
学

習
面

や
人

間
関

係
の

面
で

不
安

を
感

じ
て

い
る

。
・

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

し
た

学
習

保
障

や
友

達
と

の
交

流
が

可
能

で
あ

る
こ

と
を

知
ら

な
い

た
め

、
要

望
と

し
て

教
職

員
や

医
師

に
伝

え
る

こ
と

が
難

し
い

。
・

手
術

や
退

院
後

の
生

活
に

希
望

を
も

つ
こ

と
が

で
き

ず
、

治
療

に
対

す
る

動
機

付
け

が
弱

い
。

児
童

生
徒

の
困

難
さ

       
治

療
と

並
行

し
て

学
習

に
参

加
で

き
、

ま
た

、
友

達
と

の
つ

な
が

り
も

継
続

で
き

た
こ

と
で

、
不

安
が

軽
減

さ
れ

た
。

退
院

後
は

、
自

宅
療

養
期

間
を

経
て

、
ス

ム
ー

ズ
に

復
学

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

遠
隔

教
育

を
始

め
る

に
当

た
り

「
実

施
す

る
教

科
」

「
単

位
認

定
に

必
要

な
条

件
」

「
開

始
時

期
」

等
を

校
内

で
検

討
し

、
教

職
員

間
で

共
通

理
解

を
図

っ
た

。
ま

た
、

無
理

な
く

実
施

で
き

る
よ

う
、

病
院

と
の

間
で

、
学

習
計

画
と

治
療

計
画

の
す

り
合

わ
せ

を
行

っ
た

。
 

遠
隔

教
育

に
は

、
端

末
に

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
す

る
こ

と
が

必
要

と
な

る
場

合
が

あ
る

。
１

人
１

台
端

末
に

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

す
る

場
合

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ー

に
関

わ
る

手
続

き
が

必
要

と
な

る
が

、
一

度
行

え
ば

自
宅

療
養

期
間

に
も

使
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

児
童

生
徒

の
変

容
と

教
職

員
の

新
た

な
配

慮
等

①
支

援
機

器
や

教
材

・
教

具
等

 
【

学
校

側
】

テ
レ

プ
レ

ゼ
ン

ス
ロ

ボ
ッ

ト
Ku

bi
→

 
 

 
 

 
三

脚
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
Ｐ

Ｃ
【

病
院

側
】

タ
ブ

レ
ッ

ト
Ｐ

Ｃ
（

Te
le

po
ta

lk
を

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

）
 

②
活

用
の

ね
ら

い
 

実
技

教
科

以
外

の
５

教
科

に
つ

い
て

、
学

習
の

機
会

を
保

障
す

る
。

 
出

席
扱

い
に

つ
い

て
は

、
事

前
に

校
内

で
検

討
し

、
同

時
双

方
向

型
授

業
に

参
加

し
た

教
科

の
単

位
取

得
を

目
指

す
。

 
休

み
時

間
や

放
課

後
に

も
接

続
す

る
こ

と
で

、
友

達
と

自
由

に
交

流
で

き
る

機
会

と
し

、
不

安
を

軽
減

す
る

。
 

③
授

業
に

お
け

る
支

援
内

容
 

課
題

の
提

出
や

、
同

時
双

方
向

型
授

業
に

お
け

る
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

へ
の

参
加

や
発

言
を

促
し

、
単

位
認

定
の

根
拠

の
一

つ
と

す
る

。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例

タ
ブ

レ
ッ

ト
Ｐ

Ｃ
を

装
着

し
て

教
室

に
置

き
ま

す
。
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・
病

気
に

つ
い

て
の

理
解

が
難

し
い

。
・

病
状

の
悪

化
を

防
い

だ
り

治
療

を
進

め
た

り
す

る
た

め
に

活
動

制
限

が
必

要
で

あ
る

こ
と

を
頭

で
は

理
解

し
て

い
て

も
、

自
分

で
生

活
管

理
を

す
る

こ
と

が
難

し
い

。
・

病
気

の
な

い
周

囲
の

友
達

と
自

分
の

状
況

を
比

べ
、

「
こ

ん
な

に
が

ま
ん

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

は
自

分
だ

け
だ

」
と

考
え

、
孤

独
を

感
じ

る
こ

と
が

あ
る

。

病
気

の
子

ど
も

同
士

が
オ

ン
ラ

イ
ン

で
交

流
す

る
（

特
別

支
援

学
校

中
学

部
と

中
学

校
病

弱
・

身
体

虚
弱

特
別

支
援

学
級

）

児
童

生
徒

の
様

子
（

例
）

      ・
同

じ
よ

う
な

境
遇

の
友

達
と

接
す

る
機

会
が

少
な

く
、

治
療

や
生

活
管

理
等

に
つ

い
て

友
達

と
学

び
合

う
こ

と
が

難
し

い
。

・
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

交
流

会
を

実
施

し
、

同
じ

よ
う

な
境

遇
の

友
達

と
の

交
流

に
よ

っ
て

相
互

に
共

感
す

る
機

会
を

も
つ

。
・

自
己

紹
介

や
悩

み
相

談
の

機
会

を
設

定
し

、
病

気
等

に
つ

い
て

の
自

己
理

解
を

深
め

る
。

      ・
生

徒
の

実
態

や
配

慮
事

項
、

活
動

の
目

的
や

当
日

の
活

動
の

流
れ

、
教

職
員

の
役

割
分

担
等

に
つ

い
て

、
担

任
同

士
が

事
前

に
十

分
に

共
通

理
解

を
図

る
。

・
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
交

流
の

前
に

接
続

テ
ス

ト
を

行
う

な
ど

し
て

、
双

方
の

学
習

環
境

を
整

え
た

り
、

接
続

の
ト

ラ
ブ

ル
に

備
え

た
り

す
る

。
・

オ
ン

ラ
イ

ン
や

手
紙

等
の

間
接

的
な

交
流

に
加

え
て

、
体

調
に

考
慮

し
な

が
ら

、
可

能
な

範
囲

で
直

接
的

な
交

流
の

機
会

も
設

け
る

。

困
難

さ
の

背
景

困
難

さ
を

軽
減

・
解

消
す

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

事
例

ポ
イ

ン
ト

- 
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特
別

支
援

学
校

中
学

部
１

学
年

と
中

学
校

病
弱

・
身

体
虚

弱
特

別
支

援
学

級
第

２
学

年

児
童

生
徒

の
様

子

 
ど

ち
ら

も
一

人
学

級
の

た
め

、
同

じ
よ

う
な

境
遇

の
友

達
と

接
す

る
機

会
が

少
な

か
っ

た
。

 
生

徒
の

病
気

は
異

な
っ

て
い

る
が

、
ど

ち
ら

の
生

徒
に

も
活

動
の

制
限

が
あ

っ
た

。
特

別
支

援
学

級
の

生
徒

は
自

分
の

病
気

の
こ

と
を

理
解

し
て

お
り

、
自

分
で

生
活

管
理

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
き

て
い

る
。

ま
た

、
患

者
会

の
存

在
を

知
り

、
関

心
を

も
ち

始
め

て
い

る
。

 
一

方
、

特
別

支
援

学
校

の
生

徒
は

、
自

分
の

病
名

や
症

状
は

知
っ

て
い

る
が

、
自

分
で

生
活

を
管

理
す

る
ま

で
に

は
至

っ
て

お
ら

ず
、

や
り

た
い

こ
と

が
あ

る
と

無
理

を
し

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

る
。

      【
特

別
支

援
学

校
の

生
徒

】
・

モ
デ

ル
に

な
る

人
と

接
す

る
機

会
が

少
な

い
。

・
病

状
や

困
っ

て
い

る
こ

と
に

つ
い

て
、

同
じ

よ
う

な
境

遇
の

友
達

と
共

感
し

合
う

機
会

が
少

な
い

。

【
特

別
支

援
学

級
の

生
徒

】
・

同
じ

境
遇

の
友

達
と

接
し

、
自

分
の

体
験

を
伝

え
る

な
か

で
、

共
感

し
合

え
る

機
会

を
求

め
て

い
る

が
実

現
し

て
い

な
い

。

児
童

生
徒

の
困

難
さ

       
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

交
流

に
し

た
こ

と
で

、
そ

れ
ぞ

れ
の

学
校

で
日

常
的

に
行

っ
て

い
る

体
調

等
へ

の
配

慮
や

機
器

等
の

準
備

の
み

を
行

い
、

気
軽

に
交

流
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 
交

流
は

、
自

分
の

ほ
か

に
も

頑
張

っ
て

い
る

人
が

い
る

こ
と

に
気

付
い

た
り

、
困

っ
て

い
る

こ
と

に
つ

い
て

相
談

し
た

り
す

る
機

会
と

な
り

、
後

日
、

直
接

的
な

交
流

を
行

う
こ

と
に

な
っ

た
。

こ
の

交
流

を
通

し
て

、
生

徒
同

士
が

私
生

活
に

お
い

て
も

連
絡

を
取

り
合

え
る

よ
う

な
交

友
関

係
を

結
ぶ

こ
と

も
期

待
で

き
る

。

児
童

生
徒

の
変

容
と

教
職

員
の

新
た

な
配

慮
等

①
支

援
機

器
や

教
材

・
教

具
等

 
Zo

om
（

Zo
om

 V
id

eo
 C

om
m

un
ic

at
io

ns
、

In
c.

）
電

子
黒

板
、

Ｐ
Ｃ

②
活

用
の

ね
ら

い
 

オ
ン

ラ
イ

ン
で

「
相

手
に

聞
い

て
み

た
い

こ
と

」
や

「
自

分
の

体
験

か
ら

伝
え

た
い

こ
と

」
等

に
つ

い
て

話
し

合
い

、
自

己
理

解
を

深
め

、
互

い
に

共
感

し
合

う
機

会
と

す
る

。
③

授
業

に
お

け
る

支
援

内
容

 
事

前
に

手
紙

の
や

り
と

り
を

行
い

、
自

分
の

状
況

を
客

観
的

に
捉

え
た

り
、

相
手

の
状

況
等

を
知

っ
た

り
す

る
機

会
を

設
け

た
。

交
流

当
日

は
、

事
前

に
準

備
し

た
話

合
い

の
ほ

か
、

画
面

上
で

ボ
ー

ド
ゲ

ー
ム

を
す

る
な

ど
し

て
交

友
を

深
め

た
。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例
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１
．

不
登

校
の

現
状

か
ら

・
秋

田
県

内
の

国
公

立
小

中
学

校
の

不
登

校
者

数
は

令
和

３
年

度
に

は
、

前
年

度
比

27
9人

増
の

 
1,

34
3人

と
な

り
、

過
去

最
多

と
な

り
ま

し
た

。
・

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

る
生

活
環

境
の

変
化

に
よ

り
、

生
活

リ
ズ

ム
が

乱
れ

や
す

い
状

況
で

あ
っ

た
こ

 
と

、
学

校
生

活
に

お
い

て
様

々
な

制
限

が
あ

る
中

で
う

ま
く

交
友

関
係

が
築

け
な

い
等

、
登

校
 

す
る

意
欲

が
湧

き
に

く
い

状
況

に
あ

っ
た

可
能

性
が

い
わ

れ
て

い
ま

す
。

・
学

校
内

・
外

い
ず

れ
の

機
関

に
お

い
て

も
相

談
・

指
導

を
受

け
て

い
な

い
児

童
生

徒
は

、
全

国
 

で
37

.0
3%

（
29

5,
92

5人
）

い
ま

す
。

○
不

登
校

児
童

生
徒

本
人

・
保

護
者

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
よ

り

○
令

和
３

年
度

問
題

行
動

等
調

査
よ

り

・
不

登
校

児
童

生
徒

本
人

・
保

護
者

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
で

は
、

「
最

初
に

学
校

に
行

き
づ

ら
 

い
と

感
じ

始
め

た
き

っ
か

け
」

に
つ

い
て

、
「

先
生

の
こ

と
」

「
身

体
の

不
調

」
「

生
活

リ
ズ

 
ム

の
乱

れ
」

「
友

達
の

こ
と

」
が

そ
れ

ぞ
れ

３
割

程
度

を
占

め
る

な
ど

、
不

登
校

児
童

生
徒

の
 

背
景

・
支

援
ニ

ー
ズ

の
多

様
さ

が
浮

き
彫

り
に

な
り

ま
し

た
。

・
学

校
を

休
ん

で
い

る
間

の
「

最
初

の
き

っ
か

け
と

は
別

の
学

校
に

行
き

づ
ら

く
な

る
理

由
」

で
 

は
、

「
勉

強
が

分
か

ら
な

い
」

が
最

多
で

あ
り

、
欠

席
中

の
学

習
支

援
の

重
要

性
が

再
認

識
さ

 
れ

る
結

果
に

な
っ

て
い

ま
す

。

 
多

様
な

児
童

生
徒

へ
の

対
応

に
当

た
っ

て
は

、
経

験
等

に
よ

り
得

ら
れ

た
特

定
の

指
導

・
支

援
方

法
が

適
切

な
場

合
も

あ
れ

ば
、

個
々

の
児

童
生

徒
の

状
況

に
よ

っ
て

は
適

さ
な

い
場

合
も

あ
る

こ
と

を
、

念
頭

に
置

く
こ

と
が

必
要

で
す

。

（
参

考
）

不
登

校
に

関
す

る
調

査
研

究
協

力
者

会
議

（
令

和
４

年
６

月
）

「
不

登
校

に
関

す
る

調
査

研
究

協
力

者
会

議
報

告
書

～
今

後
の

不
登

校
児

童
生

徒
へ

の
学

習
機

会
と

支
援

の
在

り
方

に
つ

い
て

～
」

個
々

の
不

登
校

児
童

生
徒

の
状

況
を

適
切

に
把

握
し

、
多

様
な

支
援

（
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

た
学

習
支

援
等

）
を

実
施

 
相

談
に

つ
な

が
り

に
く

い
、

課
題

を
抱

え
て

い
る

児
童

生
徒

を
早

期
に

把
握

し
、

適
切

な
支

援
に

つ
な

げ
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

す
。

７
．

不
登

校
児

童
生

徒
へ

の
支

援
に

つ
い

て

１
人

１
台

端
末

を
活

用
し

、
児

童
生

徒
の

健
康

状
況

や
気

持
ち

の
変

化
を

確
認

す
る

な
ど

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
適

切
に

活
用

し
た

組
織

的
・

客
観

的
な

児
童

生
徒

の
状

況
把

握

- 
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不
登

校
傾

向
の

あ
る

児
童

生
徒

に
関

す
る

支
援

ニ
ー

ズ
の

早
期

把
握

 
１

人
１

台
端

末
を

活
用

し
、

児
童

生
徒

の
健

康
状

況
や

気
持

ち
の

変
化

を
確

認
す

る
な

ど
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

適
切

に
活

用
し

た
組

織
的

・
客

観
的

な
児

童
生

徒
の

状
況

把
握

が
で

き
ま

す
。

      ・
日

々
の

健
康

観
察

で
の

活
用

し
て

い
る

。
・

朝
の

健
康

観
察

（
フ

ォ
ー

ム
ズ

で
作

成
し

た
も

の
へ

の
入

力
、

回
答

）
・

朝
の

健
康

観
察

 
生

活
ア

ン
ケ

ー
ト

・
健

康
観

察
 

ア
ン

ケ
ー

ト
・

生
徒

ア
ン

ケ
ー

ト
を

グ
ー

グ
ル

フ
ォ

ー
ム

を
用

い
て

実
施

 
健

康
観

察
・

別
室

の
生

徒
の

活
動

記
録

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例

不
登

校
傾

向
の

あ
る

児
童

生
徒

へ
の

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

し
た

学
習

支
援

 
１

人
１

台
端

末
を

活
用

し
て

別
室

登
校

時
の

リ
モ

ー
ト

授
業

の
配

信
や

家
庭

へ
の

リ
モ

ー
ト

授
業

の
配

信
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

学
習

の
遅

れ
に

対
す

る
不

安
の

解
消

に
生

か
す

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

、
ド

リ
ル

学
習

ア
プ

リ
を

活
用

す
る

こ
と

で
、

児
童

生
徒

の
ペ

ー
ス

で
学

習
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
      ・

不
登

校
生

徒
に

対
し

て
、

リ
モ

ー
ト

授
業

の
配

信
を

し
て

い
る

。
・

別
室

登
校

を
し

て
い

る
生

徒
に

対
し

て
、

リ
モ

ー
ト

で
授

業
に

参
加

す
る

機
会

を
つ

く
っ

 
て

い
る

。
・

ド
リ

ル
学

習
を

活
用

し
、

こ
れ

ま
で

の
学

習
の

学
び

直
し

を
し

て
い

る
。

・
登

校
し

た
際

に
別

室
で

タ
ブ

レ
ッ

ト
を

使
っ

て
調

べ
た

り
、

ド
リ

ル
学

習
を

し
た

り
し

て
 

い
る

。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例

- 
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※
活

用
事

例
は

、
収

集
し

た
実

践
内

容
を

基
に

、
仮

想
の

事
例

と
し

て
整

理
し

て
い

ま
す

。

８
．

不
登

校
児

童
生

徒
へ

の
指

導
・

支
援

に
お

け
る

 
 

活
用

事
例

- 
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児
童

生
徒

の
様

子

 
図

工
や

体
育

な
ど

の
好

き
な

授
業

の
あ

る
日

に
登

校
し

、
１

～
２

時
間

ほ
ど

授
業

に
参

加
し

た
り

別
室

で
過

ご
し

た
り

し
て

い
る

。
休

み
時

間
に

は
、

何
人

か
の

仲
の

良
い

友
達

と
遊

ぶ
姿

も
見

ら
れ

る
。

教
室

で
授

業
を

受
け

る
こ

と
に

つ
い

て
は

、
「

勉
強

が
よ

く
分

か
ら

な
い

し
緊

張
す

る
」

と
話

し
て

い
る

。
運

動
会

や
学

習
発

表
会

な
ど

の
行

事
に

関
心

を
も

っ
て

お
り

、
学

級
の

一
員

と
し

て
参

加
し

た
い

と
い

う
気

持
ち

が
あ

る
が

、
大

勢
の

人
の

中
に

入
る

こ
と

は
「

緊
張

す
る

か
ら

無
理

」
だ

と
考

え
て

い
る

。
 

本
人

が
「

行
事

に
参

加
し

た
い

」
と

い
う

気
持

ち
を

も
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

ど
の

よ
う

な
や

り
方

で
あ

れ
ば

無
理

な
く

参
加

で
き

る
か

を
本

人
・

保
護

者
と

と
も

に
検

討
し

た
。

         
担

任
か

ら
、

動
画

で
の

参
加

、
音

声
で

の
参

加
、

応
援

の
小

道
具

を
作

る
形

で
の

参
加

な
ど

、
い

く
つ

か
の

選
択

肢
を

提
案

し
た

と
こ

ろ
、

「
動

画
で

参
加

す
る

の
は

緊
張

す
る

け
ど

、
声

だ
け

な
ら

で
き

そ
う

」
と

自
分

で
参

加
方

法
を

選
択

し
た

。
練

習
・

録
音

は
別

室
で

行
っ

た
が

、
自

宅
で

も
自

主
的

に
練

習
に

取
り

組
ん

で
い

た
。

自
分

の
音

声
が

入
っ

た
予

行
演

習
の

動
画

を
見

て
「

上
手

に
で

き
て

い
る

」
と

喜
ん

だ
。

運
動

会
当

日
は

登
校

し
な

か
っ

た
が

、
振

り
返

り
の

作
文

か
ら

は
、

自
分

な
り

に
達

成
感

を
味

わ
え

た
こ

と
が

う
か

が
え

た
。

 
運

動
会

に
向

け
た

活
動

を
通

し
て

、
担

任
・

本
人

・
保

護
者

と
も

に
「

参
加

方
法

を
工

夫
す

る
こ

と
で

、
で

き
る

活
動

が
増

え
る

か
も

し
れ

な
い

」
と

い
う

意
識

を
も

つ
よ

う
に

な
り

、
そ

の
後

の
行

事
や

体
験

学
習

等
の

参
加

方
法

に
つ

い
て

、
検

討
を

重
ね

る
よ

う
に

な
っ

た
。

 ①
支

援
機

器
や

教
材

・
教

具
等

 
 

 
タ

ブ
レ

ッ
ト

PC
   

   
 ボ

イ
ス

メ
モ

機
能

、
録

画
機

能
②

活
用

の
ね

ら
い

 
 

運
動

会
の

応
援

合
戦

に
、

事
前

に
録

音
し

た
音

声
で

参
加

す
る

。
③

支
援

内
容

 
 

応
援

合
戦

の
練

習
を

し
て

い
る

学
級

の
様

子
を

タ
ブ

レ
ッ

ト
PC

で
録

画
し

た
も

の
を

本
人

に
見

 
せ

、
イ

メ
ー

ジ
を

高
め

ら
れ

る
よ

う
に

し
た

。
本

人
に

も
練

習
の

期
間

を
設

け
、

そ
の

都
度

ボ
イ

 
ス

メ
モ

機
能

で
録

音
・

再
生

し
て

み
せ

る
こ

と
で

、
学

級
の

仲
間

と
同

様
に

本
番

に
向

け
て

頑
 

張
っ

て
い

る
と

い
う

意
識

が
も

て
る

よ
う

に
し

た
。

録
音

し
た

音
声

を
聞

き
比

べ
、

本
人

が
一

番
 

上
手

に
で

き
た

と
感

じ
た

も
の

を
採

用
す

る
こ

と
で

、
達

成
感

を
得

ら
れ

る
よ

う
に

し
た

。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例

不
登

校
に

お
け

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

事
例

小
学

生
（

学
校

行
事

の
参

加
に

向
け

て
）

児
童

生
徒

の
変

容
と

教
職

員
の

新
た

な
配

慮
等
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児
童

生
徒

の
様

子

 
登

校
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

が
、

担
任

が
家

庭
訪

問
す

る
と

出
迎

え
、

礼
儀

正
し

く
受

け
答

え
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

高
校

受
験

を
希

望
し

て
お

り
、

普
段

は
適

応
指

導
教

室
に

通
っ

て
自

学
自

習
で

学
習

を
進

め
て

い
る

。
高

校
受

験
に

向
け

て
の

面
談

は
、

本
人

が
「

放
課

後
で

あ
っ

て
も

登
校

す
る

こ
と

は
難

し
い

」
と

言
っ

た
た

め
、

家
庭

訪
問

時
に

行
っ

て
き

た
。

志
望

校
が

決
ま

る
と

、
高

校
入

学
を

契
機

に
学

校
復

帰
す

る
こ

と
を

目
標

に
、

こ
れ

ま
で

以
上

に
こ

つ
こ

つ
と

学
習

に
取

り
組

む
よ

う
に

な
っ

た
。

入
試

の
面

接
に

つ
い

て
も

、
家

庭
訪

問
時

に
指

導
を

行
っ

た
が

、
本

人
か

ら
「

受
け

答
え

に
不

安
が

あ
り

、
も

っ
と

練
習

し
た

い
」

と
い

う
希

望
が

出
た

。

         
担

任
と

本
人

と
の

都
合

の
よ

い
日

程
を

す
り

合
わ

せ
、

繰
り

返
し

面
接

練
習

を
行

っ
た

。
初

め
は

緊
張

が
強

く
、

目
線

が
合

わ
せ

ら
れ

な
か

っ
た

り
、

話
し

方
が

た
ど

た
ど

し
か

っ
た

り
し

た
が

、
次

第
に

落
ち

着
い

て
話

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

担
任

か
ら

の
、

「
担

任
以

外
と

も
練

習
し

て
み

な
い

か
」

と
い

う
提

案
を

受
け

入
れ

、
学

年
主

任
や

管
理

職
と

も
面

接
練

習
を

行
っ

た
。

登
校

に
は

つ
な

が
ら

な
か

っ
た

が
、

本
人

に
と

っ
て

は
、

「
学

校
が

自
分

の
受

験
を

応
援

し
て

く
れ

て
い

る
」

と
心

強
く

感
じ

ら
れ

た
よ

う
で

あ
り

、
受

験
に

向
け

た
意

欲
向

上
に

つ
な

が
っ

た
。

①
支

援
機

器
や

教
材

・
教

具
等

 
 

タ
ブ

レ
ッ

ト
PC

 
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
ア

プ
リ

 
Zo

om
（

so
ft

on
ic

）
②

活
用

の
ね

ら
い

 
 

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

面
接

指
導

③
支

援
内

容
 

 
放

課
後

の
時

間
を

活
用

し
、

学
校

の
職

員
用

パ
ソ

コ
ン

（
カ

メ
ラ

付
き

）
と

本
人

が
家

庭
で

使
っ

 
て

い
る

タ
ブ

レ
ッ

ト
PC

を
Zo

om
で

繋
ぎ

、
面

接
指

導
を

行
っ

た
。

教
員

が
面

接
官

役
を

担
い

、
画

 
面

越
し

に
質

問
を

し
た

。
本

人
の

受
け

答
え

を
聞

き
、

話
し

た
内

容
や

話
し

方
に

つ
い

て
助

言
し

た
。

 
画

面
越

し
で

は
確

認
が

難
し

い
入

退
室

の
仕

方
に

つ
い

て
は

、
家

庭
訪

問
時

に
確

認
し

た
。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例

不
登

校
に

お
け

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

事
例

中
学

生
（

入
試

に
向

け
て

）

児
童

生
徒

の
変

容
と

教
職

員
の

新
た

な
配

慮
等

- 
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児
童

生
徒

の
様

子

 
別

室
登

校
を

し
て

お
り

、
自

学
自

習
で

学
習

を
進

め
て

い
る

。
自

学
自

習
が

授
業

の
進

度
に

追
い

つ
い

て
き

た
こ

と
か

ら
、

授
業

へ
の

関
心

を
口

に
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

し
か

し
、

本
人

は
、

「
教

室
に

入
る

こ
と

に
は

抵
抗

が
あ

る
」

と
考

え
て

い
る

。
別

室
担

当
の

教
員

か
ら

、
別

室
で

授
業

を
視

聴
す

る
方

法
が

あ
る

と
提

案
さ

れ
、

関
心

を
示

し
た

。

         
別

室
か

ら
何

度
か

Zo
om

を
用

い
、

オ
ン

ラ
イ

ン
で

授
業

を
視

聴
す

る
中

で
、

音
声

や
画

像
、

教
員

の
解

説
が

あ
る

こ
と

で
学

び
や

す
い

教
科

と
、

自
分

の
ペ

ー
ス

で
進

め
た

方
が

学
び

や
す

い
教

科
が

出
て

き
た

。
ま

た
、

長
時

間
授

業
を

視
聴

し
て

い
る

と
ぐ

っ
た

り
と

疲
れ

て
し

ま
い

、
頭

痛
が

続
い

た
り

、
別

室
に

登
校

で
き

な
い

日
が

あ
っ

た
り

す
る

よ
う

に
な

っ
た

。
そ

こ
で

、
 別

室
担

当
の

教
員

か
ら

「
自

分
の

学
び

や
す

さ
と

体
調

を
第

一
に

考
え

よ
う

」
と

提
案

し
、

オ
ン

ラ
イ

ン
で

授
業

を
視

聴
す

る
教

科
を

本
人

が
「

オ
ン

ラ
イ

ン
の

方
が

学
び

や
す

い
」

と
手

応
え

を
感

じ
て

い
る

教
科

に
限

定
し

て
、

そ
れ

以
外

の
教

科
は

こ
れ

ま
で

ど
お

り
自

学
自

習
で

進
め

る
こ

と
に

し
た

。
負

担
を

軽
減

し
た

こ
と

で
、

少
し

ず
つ

頭
痛

等
の

改
善

が
見

ら
れ

、
欠

席
が

減
っ

て
き

た
。

 
別

室
登

校
し

て
い

る
他

の
生

徒
か

ら
、

「
教

室
の

中
の

音
声

を
聞

い
た

り
、

映
像

を
見

た
り

し
た

く
な

い
」

と
い

う
訴

え
が

あ
っ

た
た

め
、

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

視
聴

は
別

室
の

後
ろ

の
方

の
座

席
で

、
ヘ

ッ
ド

セ
ッ

ト
を

装
着

し
て

行
っ

た
。

ま
た

、
そ

の
よ

う
に

訴
え

た
生

徒
が

安
心

し
て

別
室

登
校

で
き

る
よ

う
「

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

授
業

の
視

聴
は

あ
く

ま
で

本
人

か
ら

の
希

望
が

あ
る

場
合

に
行

う
」

と
い

う
こ

と
を

別
室

内
で

周
知

し
た

。

①
支

援
機

器
や

教
材

・
教

具
等

 
 

タ
ブ

レ
ッ

ト
PC

 
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
ア

プ
リ

 
Zo

om
（

so
ft

on
ic

）
②

活
用

の
ね

ら
い

 
 

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

授
業

視
聴

③
支

援
内

容
 

 
授

業
の

様
子

を
Zo

om
で

配
信

し
、

別
室

で
視

聴
し

た
。

 
 

別
室

担
当

の
教

員
は

、
接

続
や

音
量

の
調

整
等

の
支

援
を

行
っ

た
。

ま
た

、
本

人
の

様
子

を
見

て
、

 
必

要
に

応
じ

て
個

別
の

学
習

支
援

を
行

っ
た

。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例

※
本

ケ
ー

ス
に

つ
い

て
は

、
事

前
に

授
業

等
を

配
信

す
る

目
的

に
つ

い
て

保
護

者
、

児
童

生
徒

に
伝

え
、

 
 

承
諾

を
得

て
お

く
な

ど
の

手
順

を
踏

む
こ

と
が

必
要

だ
と

考
え

ら
れ

ま
す

。

不
登

校
に

お
け

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

事
例

中
学

生
（

別
室

か
ら

の
授

業
視

聴
）

児
童

生
徒

の
変

容
と

教
職

員
の

新
た

な
配

慮
等
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児
童

生
徒

の
様

子

 
普

段
は

適
応

指
導

教
室

に
通

い
、

自
学

自
習

で
学

習
を

進
め

て
い

る
。

非
常

に
真

面
目

な
性

格
で

あ
り

、
勉

強
に

も
前

向
き

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
緊

張
や

不
安

が
強

く
、

登
校

す
る

こ
と

は
難

し
い

と
考

え
て

い
る

。
 

感
染

症
の

影
響

で
学

級
閉

鎖
に

な
っ

た
際

に
、

オ
ン

ラ
イ

ン
で

授
業

を
行

う
こ

と
に

な
っ

た
。

担
任

か
ら

本
人

に
そ

の
こ

と
を

伝
え

る
と

、
「

授
業

を
視

聴
し

て
み

た
い

」
と

い
う

希
望

が
あ

っ
た

。
し

か
し

、
学

級
の

他
の

生
徒

に
顔

を
見

ら
れ

た
く

な
い

と
感

じ
て

お
り

、
自

分
が

視
聴

し
て

い
る

と
知

ら
れ

る
こ

と
に

も
抵

抗
が

あ
っ

た
。

       
 

 
自

分
が

視
聴

し
て

い
る

と
気

付
か

れ
な

い
状

況
が

整
え

ら
れ

た
こ

と
で

、
安

心
し

て
授

業
を

視
聴

で
き

た
よ

う
で

あ
っ

た
。

視
聴

後
に

感
想

を
聞

く
と

、
「

一
人

で
勉

強
し

て
い

る
と

き
よ

り
も

分
か

り
や

す
か

っ
た

」
「

先
生

の
話

を
聞

く
の

は
久

し
ぶ

り
で

楽
し

か
っ

た
」

な
ど

、
授

業
を

受
け

る
こ

と
に

対
す

る
前

向
き

な
気

持
ち

が
語

ら
れ

た
。

一
方

で
、

「
事

前
に

聞
い

て
い

た
が

、
途

中
、

学
級

の
他

の
生

徒
が

意
見

を
出

し
合

う
場

面
を

見
て

と
て

も
緊

張
し

た
。

後
か

ら
ど

っ
と

疲
れ

が
出

た
」

な
ど

の
発

言
も

あ
り

、
画

面
越

し
、

カ
メ

ラ
オ

フ
の

状
態

で
あ

っ
て

も
緊

張
や

不
安

が
か

き
立

て
ら

れ
る

こ
と

が
う

か
が

え
た

。
 

そ
の

後
、

校
内

の
感

染
症

対
策

の
一

環
と

し
て

、
自

宅
で

休
ん

で
い

る
生

徒
が

オ
ン

ラ
イ

ン
で

授
業

を
視

聴
で

き
る

体
制

が
整

っ
た

。
オ

ン
ラ

イ
ン

配
信

が
あ

る
と

き
に

、
本

人
に

前
も

っ
て

学
習

内
容

等
を

伝
え

る
よ

う
に

し
た

と
こ

ろ
、

参
加

で
き

そ
う

な
内

容
を

選
択

し
て

カ
メ

ラ
オ

フ
で

視
聴

す
る

よ
う

に
な

っ
た

。
時

に
は

、
視

聴
後

に
疲

れ
を

訴
え

て
適

応
指

導
教

室
を

休
む

こ
と

も
あ

る
が

、
本

人
は

、
「

頑
張

っ
た

分
、

休
ん

で
調

子
を

整
え

る
こ

と
も

大
事

だ
と

思
え

る
よ

う
に

な
っ

た
」

と
話

し
て

い
る

。

①
支

援
機

器
や

教
材

・
教

具
等

 
 

タ
ブ

レ
ッ

ト
PC

 
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
ア

プ
リ

 
Zo

om
（

so
ft

on
ic

）
②

活
用

の
ね

ら
い

 
 

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

授
業

視
聴

③
支

援
内

容
 

 
本

人
の

端
末

か
ら

、
「

職
員

室
１

」
と

し
て

カ
メ

ラ
オ

フ
で

Zo
om

に
接

続
し

、
授

業
を

視
聴

し
た

。
 

そ
の

他
、

ダ
ミ

ー
と

し
て

学
校

の
職

員
用

パ
ソ

コ
ン

２
台

か
ら

、
「

職
員

室
２

、
３

」
と

し
て

、
カ

 
メ

ラ
オ

フ
で

Zo
om

に
接

続
し

た
。

本
人

に
は

、
授

業
の

大
ま

か
な

流
れ

を
事

前
に

伝
え

、
授

業
へ

の
 

見
通

し
を

高
め

る
こ

と
で

、
緊

張
や

不
安

を
軽

減
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例

不
登

校
に

お
け

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

事
例

中
学

生
（

授
業

視
聴

）

児
童

生
徒

の
変

容
と

教
職

員
の

新
た

な
配

慮
等

- 
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児
童

生
徒

の
様

子

 
小

学
校

か
ら

不
登

校
傾

向
が

あ
っ

た
。

本
人

は
、

「
学

校
は

嫌
い

で
は

な
い

し
、

登
校

し
た

い
と

思
っ

て
い

る
」

と
話

し
て

い
る

が
、

起
床

後
に

頭
痛

や
腹

痛
を

訴
え

て
欠

席
す

る
こ

と
が

多
く

、
現

在
は

週
に

１
～

２
日

、
別

室
登

校
し

て
い

る
状

況
で

あ
る

。
家

で
は

、
比

較
的

規
則

正
し

く
生

活
し

て
お

り
、

欠
席

し
た

日
は

、
中

学
校

か
ら

配
布

さ
れ

た
学

習
プ

リ
ン

ト
や

ワ
ー

ク
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

学
校

で
１

人
１

台
端

末
（

タ
ブ

レ
ッ

ト
PC

）
が

整
備

さ
れ

た
こ

と
を

受
け

、
自

宅
に

お
け

る
タ

ブ
レ

ッ
ト

PC
の

活
用

方
法

に
つ

い
て

検
討

す
る

こ
と

に
し

た
。

     
別

室
担

当
教

員
か

ら
機

器
の

操
作

方
法

や
ア

プ
リ

で
の

学
習

方
法

を
説

明
し

、
初

め
は

別
室

で
学

習
し

た
。

別
室

担
当

教
員

が
個

別
指

導
を

し
、

教
科

書
で

調
べ

た
り

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

PC
で

板
書

を
参

考
に

し
た

り
し

て
問

題
を

解
く

や
り

方
を

解
説

し
た

。
ま

た
、

正
し

く
問

題
を

解
く

こ
と

が
で

き
た

と
き

に
称

揚
し

た
。

こ
の

こ
と

で
、

本
人

も
少

し
ず

つ
自

学
自

習
の

や
り

方
を

身
に

付
け

、
学

習
意

欲
が

高
め

ら
れ

た
よ

う
で

あ
っ

た
。

慣
れ

て
く

る
と

、
自

宅
で

も
ア

プ
リ

を
使

っ
て

学
習

に
取

り
組

む
よ

う
に

な
っ

た
。

別
室

担
当

教
員

は
、

学
習

進
度

や
学

習
の

つ
ま

ず
き

に
留

意
し

な
が

ら
、

登
校

時
の

学
習

支
援

を
継

続
し

た
。

ま
た

、
学

級
担

任
か

ら
も

、
ア

プ
リ

を
使

っ
た

学
習

に
つ

い
て

適
宜

、
称

揚
や

励
ま

し
を

行
っ

た
。

ア
プ

リ
を

活
用

し
な

が
ら

も
、

対
面

で
学

習
支

援
を

受
け

る
機

会
を

確
保

し
た

こ
と

や
、

即
時

的
な

称
揚

を
意

図
的

に
行

っ
た

こ
と

が
、

本
人

が
意

欲
を

高
め

、
学

習
を

継
続

す
る

上
で

有
効

で
あ

っ
た

。
 

タ
ブ

レ
ッ

ト
PC

の
共

有
フ

ォ
ル

ダ
で

授
業

の
様

子
の

映
像

や
板

書
の

画
像

を
見

せ
る

取
組

に
つ

い
て

は
、

感
染

症
対

策
の

面
か

ら
、

欠
席

し
て

い
る

生
徒

が
誰

で
あ

っ
て

も
活

用
し

や
す

い
も

の
と

な
る

よ
う

、
校

内
で

検
討

を
重

ね
た

。
見

や
す

い
板

書
や

ま
と

め
や

す
い

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

等
に

つ
い

て
、

各
教

科
で

工
夫

が
見

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。

①
支

援
機

器
や

教
材

・
教

具
等

 
 

タ
ブ

レ
ッ

ト
PC

 
学

習
支

援
ア

プ
リ

（
学

校
で

導
入

し
て

い
る

も
の

）
②

活
用

の
ね

ら
い

 
 

タ
ブ

レ
ッ

ト
PC

か
ら

学
習

支
援

ア
プ

リ
に

ア
ク

セ
ス

し
、

自
学

自
習

を
行

う
。

③
支

援
内

容
 

 
自

学
自

習
の

取
組

状
況

を
そ

の
都

度
確

認
し

、
称

揚
や

助
言

を
行

う
こ

と
で

意
欲

付
け

を
図

っ
た

。
 

 
ま

た
、

学
習

の
一

助
と

な
る

よ
う

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

PC
の

共
有

フ
ォ

ル
ダ

か
ら

授
業

の
様

子
の

映
像

や
 

板
書

の
画

像
を

見
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

自
宅

の
み

で
活

用
す

る
の

で
は

な
く

、
別

室
で

 
担

当
教

員
の

サ
ポ

ー
ト

を
受

け
な

が
ら

活
用

し
た

り
、

活
用

の
成

果
を

担
任

等
と

共
有

し
た

り
す

る
 

こ
と

で
、

本
人

が
タ

ブ
レ

ッ
ト

PC
を

「
学

校
と

つ
な

が
る

ツ
ー

ル
」

と
し

て
捉

え
、

意
欲

的
に

活
用

 
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例

不
登

校
に

お
け

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

事
例

中
学

生
（

自
宅

で
の

学
習

支
援

）

児
童

生
徒

の
変

容
と

教
職

員
の

新
た

な
配

慮
等
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児
童

生
徒

の
様

子
 

不
登

校
状

態
が

続
い

て
い

る
が

、
本

人
な

り
に

進
学

に
つ

い
て

考
え

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。

本
人

は
、

別
室

で
あ

っ
て

も
登

校
す

る
こ

と
は

難
し

い
と

考
え

て
い

る
。

そ
こ

で
、

適
応

指
導

教
室

や
フ

リ
ー

ス
ク

ー
ル

の
利

用
を

進
め

た
と

こ
ろ

、
い

く
つ

か
の

施
設

を
見

学
し

、
そ

の
う

ち
の

一
つ

で
あ

る
民

間
の

施
設

に
通

う
よ

う
に

な
っ

た
。

ま
た

、
個

人
で

Ｉ
Ｃ

Ｔ
教

材
の

利
用

を
申

し
込

み
、

施
設

職
員

か
ら

学
習

支
援

を
受

け
な

が
ら

、
自

分
の

タ
ブ

レ
ッ

ト
PC

を
使

っ
て

学
習

に
取

り
組

む
よ

う
に

な
っ

た
。

学
習

が
継

続
的

に
行

わ
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
と

こ
ろ

で
、

保
護

者
か

ら
「

本
人

の
頑

張
り

を
出

席
に

反
映

で
き

な
い

だ
ろ

う
か

」
と

い
う

相
談

が
あ

り
、

学
校

・
教

育
委

員
会

・
当

該
施

設
で

検
討

を
行

っ
た

。

     
本

人
は

、
こ

つ
こ

つ
と

通
所

と
学

習
を

継
続

し
た

。
学

習
状

況
か

ら
、

出
席

と
し

て
扱

わ
れ

る
こ

と
に

な
り

、
さ

ら
に

意
欲

が
高

ま
っ

た
よ

う
で

あ
っ

た
。

当
該

施
設

の
学

習
記

録
や

、
当

該
施

設
の

参
観

等
を

通
し

て
、

学
校

が
本

人
の

学
習

状
況

を
具

体
的

に
把

握
し

た
こ

と
で

、
家

庭
訪

問
時

に
的

確
な

称
揚

や
助

言
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

本
人

も
、

学
校

に
対

し
て

心
理

的
な

距
離

感
が

近
づ

い
た

よ
う

で
、

自
分

か
ら

進
学

に
向

け
た

質
問

を
し

た
り

、
助

言
を

求
め

た
り

す
る

よ
う

に
な

っ
た

。

①
支

援
機

器
や

教
材

・
教

具
等

 
 

タ
ブ

レ
ッ

ト
PC

 
Ｉ

Ｃ
Ｔ

教
材

（
個

人
で

契
約

し
た

も
の

）
②

活
用

の
ね

ら
い

 
 

PC
で

Ｉ
Ｃ

Ｔ
教

材
に

ア
ク

セ
ス

し
、

学
習

に
取

り
組

む
。

③
支

援
内

容
 

 
当

該
施

設
に

お
い

て
、

学
習

支
援

を
行

い
、

学
習

結
果

を
プ

リ
ン

ト
ア

ウ
ト

し
た

り
、

学
習

記
録

 
を

作
成

し
た

り
し

て
、

学
校

と
共

有
し

た
。

学
校

に
お

い
て

も
、

家
庭

訪
問

や
当

該
施

設
の

参
観

等
 

を
継

続
的

に
行

い
、

本
人

に
面

接
指

導
し

た
り

、
学

習
の

様
子

を
把

握
し

た
り

す
る

機
会

を
も

っ
た

。
 

記
録

や
観

察
等

か
ら

本
人

の
学

習
状

況
を

把
握

し
、

出
席

扱
い

の
判

断
材

料
と

し
た

。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例

※
指

導
要

録
上

の
出

席
扱

い
に

つ
い

て
の

詳
細

は
、

次
ペ

ー
ジ

を
参

考
に

し
て

く
だ

さ
い

。

不
登

校
に

お
け

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

事
例

中
学

生
（

学
習

支
援

）

児
童

生
徒

の
変

容
と

教
職

員
の

新
た

な
配

慮
等
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義
務

教
育

段
階

に
お

い
て

Ｉ
Ｃ

Ｔ
等

を
活

用
し

た
学

習
支

援
行

っ
た

場
合

、
一

定
の

要
件

を
満

た
す

こ
と

に
よ

り
、

校
長

の
判

断
で

指
導

要
録

上
出

席
扱

い
と

す
る

こ
が

で
き

ま
す

。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
等

を
活

用
し

た
学

習
活

動
を

行
っ

た
場

合
の

指
導

要
録

上
の

出
席

扱
い

①
保

護
者

と
学

校
の

十
分

な
連

携
・

協
力

関
係

②
Ｉ

Ｃ
Ｔ

や
郵

送
、

Ｆ
Ａ

Ｘ
な

ど
を

活
用

し
て

提
供

さ
れ

る
学

習
活

動
③

訪
問

等
に

よ
る

対
面

指
導

が
適

切
に

行
わ

れ
る

こ
と

を
前

提
④

学
習

の
理

解
程

度
を

踏
ま

え
た

計
画

的
な

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

⑤
校

長
は

、
定

期
的

な
報

告
や

連
絡

会
の

実
施

な
ど

に
よ

り
、

対
面

指
導

や
学

習
活

動
の

状
況

 
を

把
握

⑥
出

席
扱

い
と

す
る

の
は

、
基

本
的

に
当

該
児

童
生

徒
が

学
校

外
の

公
的

機
関

や
民

間
施

設
に

 
お

い
て

相
談

・
指

導
を

受
け

ら
れ

な
い

よ
う

な
場

合
⑦

当
該

学
習

の
計

画
や

内
容

が
学

校
の

教
育

課
程

に
照

ら
し

適
切

と
判

断
さ

れ
る

場
合

、
学

習
 

活
動

の
成

果
を

評
価

に
反

映

○
出

席
扱

い
と

し
た

場
合

の
指

導
要

録
上

の
表

記
に

つ
い

て
 

出
席

日
数

の
内

数
と

し
て

、
出

席
扱

い
と

し
た

日
数

と
「

自
宅

に
お

い
て

Ｉ
Ｃ

Ｔ
等

を
活

用
し

た
学

習
活

動
に

よ
る

」
こ

と
を

記
入

す
る

。

【
関

連
法

規
・

通
知

等
】

■
中

央
教

育
審

議
会

「
幼

稚
園

、
小

学
校

、
中

学
校

、
高

等
学

校
及

び
特

別
支

援
学

校
の

学
習

 
指

導
要

領
等

の
改

善
及

び
必

要
な

方
策

等
に

つ
い

て
（

答
申

）
」

(平
成

28
年

12
月

21
日

）
■

文
部

科
学

省
「

義
務

教
育

の
段

階
に

お
け

る
普

通
教

育
に

相
当

す
る

教
育

の
機

会
の

確
保

等
 

に
関

す
る

基
本

指
針

」
（

基
本

指
針

）
（

平
成

29
年

3月
31

日
）

■
「

義
務

教
育

の
段

階
に

お
け

る
普

通
教

育
に

相
当

す
る

教
育

の
機

会
の

確
保

等
に

関
す

る
法

 
律

」
（

平
成

28
年

12
月

22
日

、
28

文
科

初
第

12
71

号
の

通
知

参
照

）
■

中
央

教
育

審
議

会
初

等
中

等
教

育
分

科
会

教
育

課
程

部
会

「
児

童
生

徒
の

学
習

評
価

の
在

り
 

方
に

つ
い

て
(報

告
)」

（
平

成
31

年
1月

21
日

）
■

文
部

科
学

省
「

小
学

校
、

中
学

校
、

高
等

学
校

及
び

特
別

支
援

学
校

等
に

お
け

る
児

童
生

徒
 

の
学

習
評

価
及

び
指

導
要

録
の

改
善

等
に

つ
い

て
（

通
知

）
」

（
平

成
31

年
3月

29
日

、
30

 
文

科
初

第
18

45
号

）
■

文
部

科
学

省
「

不
登

校
児

童
生

徒
へ

の
支

援
の

在
り

方
に

つ
い

て
（

通
知

）
」

（
令

和
元

年
 

10
月

25
日

、
元

文
科

初
第

69
8号

）
■

中
央

教
育

審
議

会
「

『
令

和
の

日
本

型
学

校
教

育
』

の
構

築
を

目
指

し
て

～
全

て
の

子
供

た
 

ち
の

可
能

性
を

引
き

出
す

、
個

別
最

適
な

学
び

と
、

協
働

的
な

学
び

の
実

現
～

（
答

申
）

」
 

（
令

和
3年

1月
26

日
）

■
文

部
科

学
省

国
立

教
育

政
策

研
究

所
教

育
課

程
研

究
セ

ン
タ

ー
(編

)『
学

習
評

価
の

在
り

方
 

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

(小
・

中
学

校
編

)』
（

令
和

元
年

6月
）

■
国

立
教

育
政

策
研

究
所

『
「

指
導

と
評

価
の

一
体

化
」

の
た

め
の

学
習

評
価

に
関

す
る

参
考

 
 

資
料

』
（

各
教

科
）

（
令

和
2年

3月
）

自
宅

に
お

け
る

Ｉ
Ｃ

Ｔ
等

を
活

用
し

た
学

習
活

動
を

指
導

要
録

上
出

席
扱

い
と

す
る

こ
と

に
つ

い
て
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Ⅳ まとめ

１ 研究の成果

本研究では、本県の状況に合わせた研修資料を作成し、研修講座で活用したり、参考資

料として配付したりしました。活用後アンケートの分析結果や研修資料を活用した教員の

感想などから、教員の参考になる資料を作成できたと考えます。また、各学校で研修資料

を基に指導・支援に取り組んだ結果、児童生徒の困難さが軽減したとの声を聞くことがで

きました。研修資料を参考にしてＩＣＴを活用した指導・支援を実践したことにより、児

童生徒の困難さを軽減できたと考えます。

２ 課題と今後に向けて

研修資料を活用した教員から寄せられた要望には、具体を求める声がありました。反面、

具体的な実践事例について詳細を記載することによって文章量が増え、活用しにくくなる

という意見もありました。どのようにして、多くの情報を分かりやすく整理して伝えるの

かが、今後の課題だと感じています。また、２年次のアンケート調査では、要望として更

なる情報提供を望む声もありました。研究自体は２年計画で終了となりますが、研修資料

が特別な支援を必要とする児童生徒の困難さの軽減に役立つように改訂していきたいと考

えています。

今後、特別な支援を必要とする児童生徒への指導・支援の参考資料として、研修資料を

広く参照できるように、デジタルテキストとして作成したいと考えています。気になる情

報を検索したり、リンクから情報をたどったりできることで、より活用が図られることを

期待しています。そして、引き続きＩＣＴを活用した支援の実践事例を収集し、整理して

情報を発信していきたいと思います。
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